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三
豊
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
が
、
　
今
、
と
て
も
元
気
で
す
。
県
内
だ
け
で
な
く
全
国
の�

発
明
く
ふ
う
展
に
も
入
選
を
果
た
し
、
未
来
の
発
明
家
や
科
学
者
誕
生
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

登
録
者
数
も
増
え
続
け
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
同
ク
ラ
ブ
の
、
元
気
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。�

ロボットコンテスト�

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。�

　
当
時
は
、
県
内
で
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
の

は
三
木
町
だ
け
。
2
人
は
、
地
元
の
学
校

長
や
三
木
町
の
ク
ラ
ブ
員
な
ど
に
助
け
て

も
ら
い
な
が
ら
、
登
録
者
20
人
、
ス
タ
ッ

フ
5
人
で
高
瀬
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

を
発
足
し
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
11
月
に
初
め
て
香
川
の
発
明

く
ふ
う
展
へ
出
品
。
受
賞
23
点
の
う
ち
4

点
が
三
豊
市
の
ク
ラ
ブ
員
で
し
た
。
こ
れ

　
平
成
18
年
1
月
1
日
、
7
町
が
合
併
し

三
豊
市
が
誕
生
。
ク
ラ
ブ
員
も
各
町
へ
の

広
が
り
を
み
せ
、
今
年
4
月
1
日
現
在
の

登
録
者
数
は
1
8
1
人
と
、
驚
異
的
な
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
以

上
に
な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
や
部
活
動
に
忙
し

く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
主
な
ク
ラ
ブ
員
は

小
学
校
低
学
年
が
中
心
で
す
が
、
ず
っ
と

続
け
た
い
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
す
。�

�

　
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
5
年
前
の
旧
高

瀬
町
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
会
長
で
あ
る
山
路
敏
江
さ
ん
が
香
川

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
現
指

導
員
の
矢
野
秀
明
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
が
、

は
県
内
で
最
多
入
賞
。
そ
の
後
、
全
国
発

明
く
ふ
う
展
で
優
秀
賞
。
平
賀
源
内
発
明

く
ふ
う
展
も
入
選
。
全
国
未
来
の
科
学
の

夢
絵
画
展
も
、
全
国
か
ら
1
万
1
0
0
0

点
も
の
応
募
中
、
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と

い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
快
挙
の
要
因
は
何
か
。
山
路

さ
ん
は
、
詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

の
応
援
協
力
の
お
か
げ
と
言
い
ま
す
。
学

校
と
の
連
携
と
い
う
指
導
者
層
の
厚
さ
と
、

最
初
か
ら
教
え
な
い
、
子
ど
も
自
身
の
ア

イ
デ
ア
を
大
切
に
し
た
活
動
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。�

�

　
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
と
作
る
喜
び

を
感
じ
な
が
ら
活
動
す
る
人
た
ち
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
熱
い
思
い
が
活
動

の
原
点
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
元
気
を
支
え

て
い
ま
す
。�

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
三
豊
市
か
ら
生

ま
れ
る
楽
し
み
も
で
て
き
ま
し
た
。�

　
知
的
財
産
研
究
会
に
参
加
し
て
山
路
さ

ん
に
出
会
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
自
分
で
考
え
、
材
料
を
持
参

し
て
大
人
が
考
え
も
つ
か
な
い
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
作
品
を
作
り
ま
す
。

私
は
、
子
ど
も
が
困
っ
た
と
き
に
少
し
技

術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
だ
け
。�

　
発
明
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
こ
と
は
自
分

も
お
も
し
ろ
い
し
、何
よ
り
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
こ
と
が
喜
び
で
す
。�

(

父)

　
子
ど
も
の
友
だ
ち
と
毎
回
参
加
し
て

い
ま
す
。
自
主
性
な
ど
本
来
子
ど
も
が
持

っ
て
い
る
も
の
が
現
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
も
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
作
れ

る
の
が
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。�

(

子)

　
材
料
は
家
か
ら
持
っ
て
き
て
、
何
を

作
る
か
は
自
分
で
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
作
れ
る
の
が
楽
し
い
。�

　
指
導
員
が
大
変
熱
心
で
す
ね
。
詫
間
電

波
高
専
の
お
か
げ
で
レ
ベ
ル
の
高
い
指
導

が
行
わ
れ
て
お
り
、
考
え
る
力
を
伸
ば
し

た
り
、
や
る
気
を
お
こ
さ
せ
る
よ
う
な
、

非
常
に
い
い
方
向
へ
向
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
お
金
を
か
け
ず
に
、
こ
ん
な
に
短

期
間
で
賞
を
取
れ
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
く
る

の
は
驚
き
で
す
。�

　
今
後
に
望
む
こ
と
は
、
人
数
が
多
い
た

め
に
お
こ
る
興
味
や
実
力
の
差
を
縮
め
る

よ
う
、
全
体
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
に
考
え
方
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。�

発
明
ク
ラ
ブ
会
長�

  

山
路
敏
江
さ
ん�

　
子
ど
も
同
士
で
発
表
し
合
う
こ
と

や
、他
の
学
校
の
人
と
友
だ
ち
に
な
る

こ
と
で
、自
信
を
持
っ
た
り
交
流
の
輪

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

可
能
性
は
未
知
の
も
の
で
、き
っ
か
け

さ
え
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
広
が
る
。

総
合
的
な
人
間
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
、も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
、保
護
者
に
も
高
齢

者
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。�

�

指
導
員�

矢
野
秀
明
さ
ん�

�

香
川
県
知
的
所
有
権�

　
　
　
セ
ン
タ
ー�

　
　
黒
田
　
茂
さ
ん�

ス
タ
ッ
フ
の
声�

豊
嶋
哲
也
さ
ん
・�

ひ
か
り
さ
ん
親
子�

会
員
の
声�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
声�

仁尾八朔人形まつり�ロボット教室� 科学体験学習�

◆
問
い
合
わ
せ�

　
地
域
振
興
課
　
☎
73
・
3
0
1
3

　
日
時
　
9
月
19
日(

土)

〜
21
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時�

　
場
所
　
仁
尾
町
文
化
会
館
周
辺�

　
日
時
　
8
月
16
日
（
日
）�

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
4
時�

　
場
所
　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ�

�

　
今
年
度
は
20
回
の
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
主
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す�

�

　
日
時
　
平
成
22
年
1
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
11
時�

　
場
所
　
詫
間
電
波
高
専�

�

　
日
時
　
11
月
21
日
（
土
）�

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
11
時�

　
場
所
　
詫
間
電
波
高
専�

�

　
日
時
　
10
月
3
日
（
土
）�

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
11
時�

　
場
所
　
詫
間
電
波
高
専�

　
協
力
　
四
国
電
力�

�
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ふ
る
さ
と
応
援�

　
　
寄
付
メ
ニ
ュ
ー�

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、
ふ
る
さ

と（
応
援
し
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
思
う
三

豊
市
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
）へ
寄
付
を
行

っ
た
場
合
、
5,
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、
今
住
ん
で
い
る
地
方
公
共
団

体
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
お
お
む
ね

１
割
程
度
を
上
限
と
し
て
、
寄
付
金
額
を

税
額
控
除
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。�

森林や河川など、水と緑にあふれたふ
るさとの自然保護に努めます。�

豊かな自然の中で子どもたちがすくす
く成長できるよう、教育や子育て支援
を充実させます。�

市民主体のスポーツ活動や文化芸術活
動の推進と機会の充実に努めます。�

年齢を重ねても生き生きと楽しい生活が
送れるよう、健康づくりを促進します。�

ふるさとを元気にするため、地域の特
性を生かしたイベントや商工業の振興
を支援します。�

⑥
ふ
る
さ
と
応
援
事
業�

（
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
）�

�

　
寄
付
金
は
、
1
件
5,
0
0
0
円
か
ら
受

け
付
け
し
ま
す
。�

　
3
万
円
以
上
の
寄
付
金
を
い
た
だ
い
た

市
外
在
住
の
人
へ
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
三
豊
の
フ
ル
ー
ツ
」
を

お
贈
り
し
ま
す
。�

　
寄
付
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。
納
付
方

法
は
、
郵
便
振
替
、
市
指
定
の
納
付
書
、

現
金
書
留
に
よ
る
払
い
込
み
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
秘
書
課
　
☎
73
・
3
0
0
1

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

「
ふ
る
さ
と
三
豊
応
援
基
金
」
に
積
み
立

て
、
翌
年
度
に
次
の
6
つ
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
付
さ
れ
る
際

に
使
途
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
20

年
度
は
14
件
1
4
7
万
円
の
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
）�

〜
ふ
る
さ
と
三
豊
へ
の
想
い
を
届
け
て
く
だ
さ
い
〜�

①
ふ
る
さ
と
の
教
育
、子
育
て�

　
　 

支
援
等
に
関
す
る
事
業�

②
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境�

　
　
　
保
全
に
関
す
る
事
業�

③
ふ
る
さ
と
の
父
母
の
た
め
の�

　
　
　
福
祉
に
関
す
る
事
業�

⑤
ふ
る
さ
と
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に�

　
関
す
る
事
業�

④
ふ
る
さ
と
の
ス
ポ
ー
ツ
・�

　 

文
化
振
興
に
関
す
る
事
業�

第38回�

　交通規制にご協力ください。JR津島ノ宮�
駅が開設されます。JR利用が便利です。�

交通規制図�

津嶋神社�

県
道
丸
亀

詫間
豊浜線

津島ノ宮駅�

進
入
禁
止�

詫
間
駅
�

文�松崎小学校�

津嶋神社�

県道善通寺詫間線

至
仁
尾
・
観
音
寺�

至仁尾�

至
善
通
寺�

至
丸
亀
・
多
度
津�

至観音寺�

道
免�

県
道
宮
尾�

高
瀬
線�貴

峰
山�

弥谷寺�

ふれあいパーパークみの�ふれあいパークみの�

鳥坂峠�

三豊鳥坂�
I.C

高松・岡山方面の�
み通行可能です。�

国
道１
１号
線
�

高
松
自
動
車
道
�

WCWC

駐 車 禁 止 �
�
駐停車禁止�
�
車両一方通行�
（二輪車を除く）�

歩行者専用道路�
�
駐 車 場 �

8月4・5日終日�
�
8月4・5日終日�
�
8月4日�
18：00～22：00�

8月4・5日終日�
�
係員の指示に�
従って下さい�

さ
ぬ

き
浜
街
道

※荒天の場合、舞い舞�
　たくま子ども総踊り�
　やセレモニー、舞い�
　舞たくま踊りコンテ�
　スト、花火大会は翌�
　日に順延となります。�
※会場周辺交通規制あ�
　り。ご注意ください。�

　問い合わせ�
　詫間支所事業課�
　☎ 8 3 - 8 8 0 5

　問い合わせ�
　津　嶋　神　社　☎ 7 2 - 5 4 6 3�
　三野支所事業課　☎ 7 3 - 3 1 1 3

香川西高グラウンド香川西高グラウンド

野球場野球場

WC

WC

WC

舞い舞たくま子ども総踊り……………午後5時30分�
セレモニー………………………………午後6時�
舞い舞たくま踊りコンテスト…………午後6時40分�
ものまねアーティスト　山 本 高 広�
天 才 演 歌 少 女　さくら  まや�
（雨天の場合はマリンウェーブで行います）�

踊りコンテスト結果発表………………午後9時�
花火大会…………………………………午後9時30分�
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平
成
２１
年
第
2
回
　
三
豊
市
議
会
定
例
会
�

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
議
案
の

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

　
議
案
第
72
号
指
定
管
理
者
候
補

者
審
査
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
候
補

者
を
公
正
か
つ
適
正
に
選
定
す
る

た
め
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。
�

　
議
案
第
73
号
学
校
給
食
検
討
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
を
よ
り
安
全
か
つ

効
率
的
に
実
施
し
、
学
校
給
食
の

更
な
る
充
実
や
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
に
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
77
号
就
学
前
教
育
・
保

育
検
討
委
員
会
設
置
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
は
8
回

の
審
議
を
重
ね
、
市
及
び
教
育
委

員
会
に
報
告
書
を
提
出
し
、
そ
の

所
管
事
務
を
完
了
し
た
こ
と
に
よ

る
設
置
条
例
の
廃
止
で
す
。
�

　
議
案
第
83
号
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
1
億
2
’
3
8
1
万
1
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
2
6
0
億

5
’
3
8
1
万
1
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
2
’

0
5
7
万
3
千
円
、
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
4
5
1
万

6
千
円
、
た
か
せ
天
然
温
泉
の
改

修
関
連
事
業
6
’
6
2
9
万
5
千

円
、
障
害
者
自
立
支
援
臨
時
特
例

事
業
8
4
6
万
2
千
円
で
す
。
�

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
議

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
18
日
・

総
務
常
任
委
員
会
19
日
・
教
育
民

生
常
任
委
員
会
22
日
に
、
所
管
の

事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
25
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
全
議
案
可
決
・
認
定
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
案
第

73
号
学
校
給
食
検
討
委
員
会
設
置

条
例
及
び
議
案
第
74
号
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
「
反
対
」
意
見
が
あ
り
、

討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。
�

�　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

〔
人
権
擁
護
委
員
〕
�

　
山
　
訓
子
（
三
野
町
下
高
瀬
）
�

岡
　
千
代
子
（
財
田
町
財
田
上
）
�

議
�
会
�
日
�
誌
�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

全
員
協
議
会
�

定
例
会
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
�

香
川
県
市
議
会
議
長
会
総
会
�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
�

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会
�

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
�

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会
�

建
設
経
済
常
任
委
員
会
視
察
研
修
�

議
会
運
営
委
員
会
�

総
務
常
任
委
員
会
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修
�

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
�

議
会
広
報
委
員
会
�

日�日�日�日�日�日� 日�日�日�日�日�日�

■平成21年第2回三豊市議会定例会　審議結果�

議案第72号� 指定管理者候補者審査委員会設置条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第73号� 学校給食検討委員会設置条例の制定� 原案可決（賛成多数）�

議案第74号� 放課後児童クラブ条例の一部改正� 原案可決（賛成多数）�

議案第75号� 高瀬町総合交流ターミナル施設条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第76号� 産地形成促進施設条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第77号� 就学前教育・保育検討委員会設置条例の廃止� 原案可決（全会一致）�

議案第78号� 市道の路線変更� 原案可決（全会一致）�

議案第79号� 指定管理者の指定（高瀬町総合交流ターミナル施設）� 原案可決（全会一致）�

議案第80号� 指定管理者の指定（高瀬町産地形成促進施設）� 原案可決（全会一致）�

議案第81号� 土地開発公社定款の一部変更� 原案可決（全会一致）�

議案第82号� 平成20年度財田川防災組合一般会計歳入歳出決算認定� 原案認定（全会一致）�

議案第83号� 平成21年度一般会計補正予算（第1号）� 原案可決（全会一致）�

議案第84号� 平成21年度水道事業会計補正予算（第1号）� 原案可決（全会一致）�

議案第85号� 人権擁護委員候補者の推薦� 原案同意（全会一致）�

議案第86号� 人権擁護委員候補者の推薦� 原案同意（全会一致）�

月
�

月
�

～�日� 日�～�日�日�～�

お詫びと訂正　   平成21年第1回三豊市議会定例会審議結果（広報5月号7ページ）の中で、議案第37～45号�
指定管理者の指定につきましては、原案可決（全会一致）でした。お詫びして訂正いたします。�
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般
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（
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年
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治
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一
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議
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続
年
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に
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一

般

質

問
�

一

般

質

問
�

広報�2009年8月� 広報� 2009年8月�

■問
　
市
内
の
上
水
道
料
金
の
統
一

が
で
き
な
い
理
由
は
。
�

■答
　
原
案
づ
く
り
に
予
想
外
の
時

間
を
費
や
し
、
運
営
協
議
会
に
お

諮
り
す
る
の
が
遅
れ
て
い
る
。
�

■問
　
こ
れ
ま
で
の
水
道
事
業
運
営

協
議
会
で
の
審
議
経
過
を
問
う
。
�

■答
　
こ
れ
ま
で
4
回
開
催
し
た
中

で
、
料
金
の
平
準
化
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
原
案
を
諮
っ
た
う
え
で
、

協
議
会
と
し
て
の
指
針
を
示
し
て

い
た
だ
く
。
�

■問
　
合
併
3
年
を
経
過
し
た
が
、

市
内
料
金
の
格
差
の
現
状
と
、
今

後
の
市
内
全
域
統
一
料
金
へ
の
見

通
し
や
時
期
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
水
道
料
金
格
差
の
現
状
は
、

一
般
家
庭
標
準
使
用
量
20�
m3
で
6

町
は
4
’
2
0
0
円
、
豊
中
町
は

2
’
7
3
0
円
で
あ
り
、
6
町
と

は
1
’
4
0
0
円
の
差
が
あ
る
。

現
行
の
料
金
は
、
6
町
は
県
下
8

市
9
町
中
高
い
方
か
ら
3
番
目
。

豊
中
町
は
低
い
方
か
ら
3
番
目
で

あ
る
。
す
べ
て
の
料
金
体
系
に
つ

い
て
は
、
市
長
の
政
治
責
任
で
判

断
す
る
。
�

■問
　
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
、
約
10
億
円
に
つ
い

て
の
、
三
豊
市
の
対
応
は
。
�

■答
　
三
豊
市
新
総
合
計
画
新
規
・

継
続
事
業
の
う
ち
、
事
業
対
策
効

果
の
大
き
い
も
の
か
ら
補
正
予
算

と
し
て
財
源
措
置
を
行
い
た
い
。
�

■問
　
子
育
て
支
援
を
重
点
施
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
30
年

を
経
過
す
る
保
育
施
設
の
改
修
計

画
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
�

■答
　
約
30
年
を
経
過
す
る
施
設
が

5
カ
所
あ
る
。
改
修
計
画
も
含
め

て
早
急
に
取
り
組
む
。
特
に
38
年

近
く
経
過
す
る
三
野
保
育
所
・
高

瀬
南
部
保
育
所
か
ら
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。
�

■問
　
臨
時
職
員
が
46
％
を
占
め
る

現
状
は
あ
る
意
味
異
常
で
あ
る
が
、

正
規
職
員
の
退
職
を
臨
時
職
員
で

対
応
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。
�

■答
　
特
別
休
暇
の
見
直
し
・
賃
金

の
改
定
を
行
っ
た
が
、
期
末
手
当

の
改
善
・
通
勤
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
認
定
結
果
に
疑
問
を
も
つ
方

も
多
い
と
聞
く
。
訪
問
調
査
を
は

じ
め
、
一
次
・
二
次
判
定
は
公
正

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
訪
問
調
査
は
、
全
国
共
通
の

調
査
票
を
使
い
客
観
的
に
調
査
し

て
い
る
。
今
年
4
月
に
は
調
査
方

法
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
本
人
の

普
段
の
状
態
を
調
査
す
る
方
法
に

変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
を

終
了
し
た
者
が
調
査
を
行
い
、
公

平
性
の
高
い
判
定
に
努
め
て
い
る
。
�

■問
　
本
人
が
納
得
し
な
い
ま
ま
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
り
、

認
定
結
果
に
不
満
や
疑
問
を
も
つ

方
が
い
る
の
も
事
実
。
介
護
を
本

当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
が
救

わ
れ
る
た
め
に
も
、
現
在
の
認
定

が
最
良
の
方
法
で
あ
る
の
か
。

■答
　
重
要
性
を
増
す
介
護
制
度
だ

が
、
制
度
と
し
て
は
新
し
く
、
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
修
正
す
べ

き
点
は
修
正
す
べ
き
。
現
在
の
認

定
制
度
は
極
め
て
公
平
性
の
高
い

も
の
と
考
え
る
が
、
制
度
の
理
解

が
十
分
で
な
い
方
は
介
護
保
険
課

に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。
�

■問
　
市
長
の
公
約
に
よ
り
、
3
年

間
で
1
5
6
名
の
退
職
者
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
正
規
職
員
と

は
別
に
臨
時
職
員
が
3
年
間
で

1
9
2
名
増
員
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
鑑
み
、
新
規
採
用
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。
�

■答
　
昨
秋
の
経
済
危
機
に
よ
り
、

民
間
の
新
規
雇
用
が
大
き
く
後
退

し
、
若
者
の
労
働
機
会
が
大
き
く

失
わ
れ
て
い
る
。
安
定
し
た
行
政

組
織
を
構
築
す
る
う
え
で
も
、
職

員
の
年
齢
構
成
等
に
は
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
来
年
4
月
に
向
け

て
、
保
育
所
や
幼
稚
園
を
含
め
た

職
員
採
用
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。
�

■問
　
三
豊
市
発
展
の
う
え
か
ら
も
、

自
治
会
活
動
は
必
要
な
も
の
と
考

え
る
。
そ
の
活
動
拠
点
と
な
る
自

治
会
公
民
館
の
建
設
に
補
助
金
交

付
を
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

■答
　
県
内
各
市
町
や
合
併
前
の
旧

町
の
補
助
金
交
付
内
容
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
三
豊
市
自
治
会
公
民

館
建
設
費
補
助
金
交
付
要
綱
を
作

成
し
て
い
く
。
※
他
に
2
点
質
問
�

■問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

進
め
る
こ
と
が
、
本
市
に
お
け
る

家
庭
の
生
ご
み
処
理
を
バ
イ
オ
ガ

ス
方
式
あ
り
き
で
検
討
し
て
い
る

と
、
一
部
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
構
想
の
概
要
は
。
�

■答
　
バ
イ
オ
ガ
ス
は
生
物
体
か
ら

作
り
出
す
ガ
ス
、
バ
イ
オ
マ
ス
は

生
物
資
源
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
と
は
、
三
豊
市
に
豊

富
に
存
在
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
（
生

物
資
源
）
を
活
用
し
、
低
炭
素
社

会
づ
く
り
・
産
業
の
振
興
・
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
本

市
と
し
て
は
主
に
竹
資
源
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。
�

■問
　
市
内
で
は
、
廃
棄
物
系
・
未

利
用
系
バ
イ
オ
マ
ス
処
理
に
、
竹

粉
・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

乳
酸
菌
や
微
生
物
を
使
い
、
野
菜

作
り
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
構
想
の
中
に
盛
り
込
み
、
循
環

型
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
は
。

■答
　
竹
資
源
に
関
し
て
も
、
工
業

原
料
及
び
農
業
活
用
が
あ
る
よ
う

に
、
微
生
物
の
力
を
借
り
る
ロ
ー

テ
ク
分
野
の
活
用
も
考
え
た
い
。
�

介
護
保
険
の
介
護
認
定
は
公
平
�

公
正
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
か
�

職
員
の
新
規
採
用
と
自
治
会
公
�

民
館
建
設
費
補
助
金
交
付
制
度
�

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
�

構
想
に
つ
い
て
�

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
�

■問
　
7
世
紀
中
期
の
貴
重
な
文
化

遺
産
に
対
し
て
、
国
費
な
ど
の
巨

費
を
投
じ
て
復
元
し
た
宗
吉
瓦
窯

跡
史
跡
公
園
や
か
わ
ら
の
里
展
示

館
は
、
地
域
の
発
意
で
の
観
光
案

内
体
制
づ
く
り
確
立
な
ど
、
期
待

を
寄
せ
る
地
域
の
大
き
な
夢
が
、

う
か
が
い
知
れ
る
。
今
後
に
向
け

て
の
安
定
し
た
入
館
者
確
保
が
約

束
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
小
学
生
の

体
験
学
習
の
場
と
し
て
の
運
用
を

図
る
道
を
模
索
す
べ
き
と
思
う
が
。
�

■答
　
当
該
史
跡
へ
寄
せ
る
盛
り
上

が
り
気
運
が
一
過
性
に
な
ら
な
い

よ
う
、
児
童
生
徒
た
ち
の
体
験
学

習
の
場
と
す
る
に
は
同
感
で
あ
る
。

瓦
の
歴
史
学
習
や
瓦
づ
く
り
の
体

験
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
苦

労
や
物
づ
く
り
へ
の
興
味
や
誇
り

も
味
わ
え
る
し
、
見
学
に
体
験
を

加
え
る
事
で
幅
広
く
楽
し
め
る
展

示
館
に
も
な
る
。
詫
間
の
民
俗
資

料
館
や
紫
雲
出
山
の
弥
生
遺
跡
な

ど
と
の
ラ
イ
ン
を
結
ん
だ
、
一
つ

の
「
賑
わ
い
の
観
光
拠
点
」
と
な

る
よ
う
、
新
任
の
渡
部
館
長
共
々

に
工
夫
努
力
を
試
み
た
い
。
�

■問
　
市
内
に
は
、
公
民
館
・
福
祉

関
係
施
設
が
45
カ
所
、
文
化
文
教

施
設
が
12
カ
所
あ
り
、
補
助
金
の

適
正
化
に
よ
る
法
律
に
よ
り
使
用

目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
の
幸
せ
づ
く
り

の
た
め
に
設
置
す
る
」
と
統
一
す

る
く
ら
い
の
考
え
で
、
地
域
市
民

の
た
め
に
役
立
つ
柔
軟
な
施
設
使

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
公
共
施
設
を
有
効
利
用
す
る

た
め
、
既
成
の
流
れ
を
変
革
す
べ

き
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
も
、
適
正
化
法
改
正

を
訴
え
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
三
野
町
老
人
福
祉
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
。
�

■答
　
国
・
県
と
協
議
し
て
名
称
変

更
を
検
討
し
て
い
く
。
�

■問
　
公
民
館
を
市
民
の
生
涯
学
習
・

余
暇
活
動
・
健
康
増
進
に
使
用
す

る
場
合
、
営
利
団
体
で
あ
っ
て
も

貸
し
て
い
け
ば
ど
う
か
。
�

■答
　
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
公
民

館
の
使
用
は
難
し
い
。
公
民
館
以

外
の
公
共
施
設
な
ら
、
状
況
に
応

じ
て
検
討
で
き
る
。
�

■問
　
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
ト

イ
レ
・
照
明
の
供
用
開
始
時
期
は
。
�

■答
　
ト
イ
レ
の
使
用
は
三
豊
市
管

理
と
な
る
7
月
か
ら
の
予
定
で
あ

る
。
照
明
に
つ
い
て
は
、
多
様
な

方
法
で
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
�

■問
　
南
北
造
成
地
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
北
造
成
地
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
具
体
的
な

協
議
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
方
向

で
ま
と
ま
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、

南
造
成
地
に
つ
い
て
は
、
全
面
芝

を
は
っ
て
い
る
の
で
、
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
か
、

地
元
を
含
め
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

中
で
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
法
を

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
�

■問
　
宝
山
湖
へ
の
案
内
板
を
つ
け

て
ほ
し
い
。
�

■答
　
県
へ
も
お
願
い
し
、
訪
れ
る

皆
さ
ん
に
よ
く
分
か
る
案
内
板
を

つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、

単
に
案
内
板
で
は
な
く
、
三
豊
市

の
本
当
に
象
徴
と
な
る
よ
う
な
も

の
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
�

※
他
に
渇
水
対
策
に
つ
い
て
質
問
�

■問
　
平
成
19
年
6
月
に
、
三
豊
市

文
書
館
条
例
が
制
定
さ
れ
、
遊
休

施
設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、

旧
山
本
庁
舎
を
再
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
、
昭
和
32
年
に
建
築

さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
。
貴

重
な
公
文
書
を
保
管
す
る
の
に
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
耐
震
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
。
�

■答
　
今
年
度
に
お
い
て
、
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

耐
震
改
修
と
残
っ
た
部
分
の
整
備

工
事
の
実
施
設
計
を
併
せ
て
行
う

予
定
に
し
て
い
る
。
�

■問
　
文
書
館
運
営
委
員
会
を
早
急

に
設
置
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
。
�

■答
　
ま
ず
は
、
文
書
館
開
設
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
と

運
営
計
画
の
協
議
を
行
う
。
開
設

後
は
、
文
書
館
の
機
能
の
充
実
や

利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
三
豊

市
文
書
館
運
営
委
員
会
を
設
置
す

る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
�

■問
　
市
民
が
使
用
す
る
公
共
施
設

は
、
各
々
の
成
り
立
ち
で
各
々
の

部
課
で
運
営
管
理
さ
れ
て
い
る
。

市
民
が
同
じ
目
的
で
使
用
す
る
場

合
、
市
行
政
機
構
全
体
と
し
て
の

使
用
料
格
差
是
正
と
、
徴
収
基
準

統
一
は
で
き
て
い
る
の
か
を
問
う
。
�

■答
　
旧
町
時
代
の
運
用
を
踏
襲
し

て
い
る
。
全
て
の
部
課
に
関
係
が

あ
り
、
市
長
、
副
市
長
以
下
全
市

あ
げ
て
統
一
に
取
り
組
む
。
�

■問
　
市
が
今
年
度
か
ら
市
内
全
域

に
設
け
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

現
状
の
問
題
点
と
、
運
営
形
態
の

方
針
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
保
育
現
場
の
人
材
不
足
は
否

め
な
い
。
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
巡
回
指
導
員
の
配
置
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
民
間
の
力
も
か
り

経
営
強
化
を
図
り
、
市
の
子
育
て

を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
し
て
い
く
。
�

■問
　
民
間
家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る
、
市
の
補

助
金
制
度
創
設
の
考
え
を
問
う
。
�

■答
　
政
策
と
し
て
検
討
す
る
時
期

が
来
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
22

年
度
当
初
開
始
で
検
討
す
る
。
�

三
豊
市
公
共
施
設
に
つ
い
て
�

宝
山
湖
（
香
川
用
水
調
整
池
）
�

周
辺
整
備
に
つ
い
て
�

三
豊
市
文
書
館
に
つ
い
て
�

公
共
施
設
使
用
料
、
放
課
後
�

児
童
ク
ラ
ブ
、太
陽
光
補
助
金
�

宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
を
�

　
小
学
生
体
験
学
習
の
場
に
�

経
済
危
機
対
策
、保
育
所
改
修
�

計
画
、臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
�
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■問
　
職
員
定
数
身
の
丈
の
目
標
は
。
�

大
野
城
市
は
、
人
口
9
万
5
千
人
、

職
員
4
5
0
人
、
臨
時
職
員
70
人

で
頑
張
っ
て
い
る
が
。
�

■答
　
職
員
構
造
で
50
歳
代
が
多
い

こ
と
も
踏
ま
え
、
計
画
的
に
職
員

採
用
を
行
う
。
�

■問
　
食
育
の
推
進
・
地
産
地
消
の

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
は
。
�

■答
　
ど
ち
ら
も
大
切
な
こ
と
だ
が
、

食
育
と
地
産
地
消
の
連
携
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
連
携
が
必
要
。
�

■問
　
ご
み
処
理
の
広
域
化
を
求
め

結
論
が
出
て
か
ら
呼
び
か
け
る
と

市
長
は
言
う
が
、
呼
び
か
け
の
成

功
の
可
能
性
は
。
ま
た
、
成
功
し

な
い
場
合
は
、
単
独
で
30
億
円
を

超
え
る
施
設
の
覚
悟
を
市
民
に
求

め
る
の
か
。
�

■答
　
観
音
寺
市
と
の
話
し
合
い
は

最
大
限
努
力
し
た
い
。
�

　
観
音
寺
市
提
案
の
ご
み
処
理
施

設
は
、
2
市
で
1
5
0
億
円
の
覚

悟
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

市
民
負
担
は
軽
い
ほ
ど
良
い
。
検

討
額
が
、
こ
の
額
よ
り
低
く
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
�

�����■問
　
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

の
、
安
心
と
活
力
の
実
現
・
将
来

に
向
け
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

積
極
的
な
補
正
予
算
方
針
と
事
業

増
に
伴
う
現
職
員
体
制
見
直
し
は
。
�

■答
　
本
市
交
付
額
は
10
億
3
’

4
0
0
万
円
、
政
策
調
整
部
局
で

事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。
基

本
的
に
は
新
総
合
計
画
の
前
倒
し

実
施
や
新
規
も
含
め
、
市
内
経
済

振
興
を
重
点
に
各
部
で
調
整
後
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
組
む
。

職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
業
務
委

託
や
臨
時
職
員
を
雇
い
、
事
務
の

増
加
に
対
処
す
る
と
と
も
に
職
員

の
能
力
・
努
力
に
期
待
す
る
。
�

■問
　
学
校
等
施
設
整
備
に
よ
る
耐

震
補
強
工
事
に
お
け
る
国
の
会
計

検
査
講
評
内
容
と
補
助
金
の
返
還
、

ま
た
、
類
似
施
設
の
事
業
改
善
は
。
�

■答
　
指
摘
の
工
事
は
、
安
全
性
に

は
問
題
が
な
く
積
算
上
の
間
違
い

で
あ
る
が
、
瑕
疵
担
保
責
任
は
あ

り
、
会
計
検
査
院
の
報
告
を
踏
ま

え
返
還
を
念
頭
に
設
計
施
工
業
者

と
協
議
す
る
。
今
後
は
建
築
課
の

機
能
を
整
え
再
発
防
止
に
努
め
る
。
�

�����■問
　
子
ど
も
達
の
身
近
に
起
き
る

事
件
を
多
く
の
人
達
が
心
配
し
て

い
る
。
学
校
は
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
学
ぶ
た
め
に
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
協
力
の
必
要
性
を
強
く

認
識
し
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

問
題
を
抱
え
込
む
傾
向
に
あ
り
、

情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
に
対

す
る
警
戒
心
が
強
い
の
で
は
な
い

か
。
子
ど
も
達
の
健
全
な
生
活
の

た
め
、
教
育
を
地
域
全
体
で
取
り

組
む
た
め
に
、
学
校
か
ら
の
情
報

提
供
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に

と
っ
て
学
校
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
る
た
め
に
必
要
で
は
な
い
の
か
。

家
庭
と
学
校
、
地
域
と
学
校
の
在

り
方
を
問
う
。
�

■答
　
子
ど
も
達
は
、
親
と
教
師
と

友
人
の
三
つ
の
柱
の
中
に
存
在
感

を
得
て
い
る
。
そ
こ
に
地
域
が
加

わ
り
四
つ
の
柱
を
形
成
で
き
な
い

も
の
か
。
人
間
教
育
に
こ
そ
家
庭

や
地
域
が
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
る
。

地
域
が
ど
う
人
間
教
育
の
面
で
か

か
わ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
何
が

で
き
る
の
か
、
教
育
委
員
会
を
支

え
る
形
で
真
剣
に
考
え
て
い
る
。
�

�����■問
　
入
所
予
定
児
に
対
し
て
、
保

育
士
が
不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

安
定
し
た
人
員
確
保
対
策
と
採
用

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
�

■答
　
本
年
6
月
に
は
有
資
格
者
の

確
保
対
策
と
し
て
、
賃
金
面
で
の

処
遇
改
善
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

求
め
る
人
材
の
確
保
と
職
員
構
成

を
勘
案
し
、
早
急
に
保
育
所
を
は

じ
め
と
す
る
職
種
ご
と
の
採
用
人

数
等
を
含
め
た
職
員
採
用
計
画
に

着
手
す
る
。
�

■問
　
国
民
健
康
保
険
証
8
6
4
通

が
、
国
保
税
の
滞
納
等
の
理
由
で

住
民
に
届
い
て
い
な
い
。
経
済
的

理
由
に
よ
る
「
手
遅
れ
死
亡
」
を

出
さ
な
い
の
は
行
政
の
責
任
。
直

ち
に
保
険
証
を
届
け
る
対
応
を
。
�

■答
　
国
保
税
7
期
ま
で
完
納
の
方

に
は
、
保
険
証
を
郵
送
し
て
い
る
。

未
納
者
は
納
税
相
談
に
よ
り
更
新

し
、
5
月
末
で
未
更
新
は
3
9
1

世
帯
に
ま
で
改
善
し
た
。
滞
納
者

で
も
医
療
を
受
け
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
、
「
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
」
と
し
て
短
期
保
険
証
を
交

付
す
る
。
�

�����■問
　
「
5
年
間
職
員
不
採
用
方
針
」

の
も
と
、
合
併
か
ら
3
年
半
で

1
5
7
名
が
定
年
退
職
含
め
退
職

し
た
。
現
在
、
人
事
異
動
で
ど
ん

な
に
つ
く
ろ
っ
て
も
三
豊
市
が
成

り
立
ち
得
な
い
状
況
と
思
う
が
。
�

■答
　
3
年
間
の
努
力
で
、
や
っ
と

新
規
職
員
採
用
を
開
始
で
き
る
段

階
に
な
っ
た
。
�

■問
　
子
育
て
の
「
食
」
問
題
を
最

重
要
課
題
と
し
て
、
衛
生
管
理
及

び
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
給

食
調
理
員
を
、
正
規
職
員
と
し
て

計
画
的
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

■答
　
現
状
は
臨
時
職
員
で
対
応
す

る
が
、
学
校
給
食
検
討
委
員
会
の

「
在
り
方
」
を
受
け
て
、
そ
の
後

の
正
規
職
員
数
を
検
討
す
る
。
�

■問
　
有
資
格
者
の
非
正
規
職
員
を

正
規
採
用
す
る
こ
と
で
、
保
育
所

等
の
ひ
ず
み
で
あ
る
正
規
職
員
の

空
洞
化
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
が
。
�

■答
　
臨
時
職
員
の
方
の
応
募
に
関

し
可
能
と
な
る
よ
う
計
画
し
た
い
。
�

※
そ
の
他
「
非
正
規
職
員
の
処
遇

改
善
」
等
、
3
問
質
問
し
た
。
�

国
の
第
一
次
補
正
の
補
正
予
算
�

方
針
と
耐
震
補
強
補
助
金
返
還
�

三
豊
市
の
将
来
に
向
け
て
の
�

教
育
を
問
う
�

園
児
が
増
加
傾
向
の
保
育
所
�

に
は
正
規
職
員
採
用
を
�

職
員
の
不
採
用
を
早
急
に
解
消
�

す
る
時
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
�

高
齢
化
ピ
ー
ク
１５
年
後
に
向
け
�

主
な
質
疑
と
答
弁

主
な
質
疑
と
答
弁

主
な
質
疑
と
答
弁

������　
6
月
19
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
は
、
7
議
案
が
付
託
さ
れ

審
議
し
た
。
�

�■問
　
指
定
管
理
者
の
指
定
（
高
瀬

町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
た

か
せ
天
然
温
泉
）
　
指
定
管
理
者

か
ら
施
設
利
用
料
と
し
て
年
間

9
3
0
万
円
、
利
益
が
出
た
場
合

は
20
％
を
加
算
し
、
納
入
す
る
と

の
根
拠
は
何
か
。
も
し
、
決
算
が

赤
字
で
9
3
0
万
円
が
出
な
い
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。
�

■答
　
公
募
を
か
け
た
結
果
、
会
社

側
か
ら
出
し
て
き
た
数
値
で
あ
る
。

9
3
0
万
円
は
固
定
し
て
お
り
、

納
入
が
見
込
め
る
。
し
か
し
、
災

害
時
の
非
常
時
も
想
定
し
た
う
え

で
、
赤
字
と
な
っ
た
場
合
は
双
方

で
協
議
す
る
。
�

■問
　
指
定
管
理
者
の
指
定
（
高
瀬

町
産
地
形
成
促
進
施
設
心
泉
市
た

か
せ
）
　
産
直
施
設
を
、
指
定
管

理
者
が
営
業
を
行
わ
な
い
可
能
性

は
あ
る
の
か
。
他
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
は
。
�

■答
　
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
継

続
し
て
営
業
を
行
う
こ
と
を
条
件

に
公
募
し
て
い
る
。
他
の
施
設
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、
関
係
す

る
部
署
と
十
分
協
議
す
る
。
�

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
企
画
費
の
工
事
請
負
費
6
’

0
0
0
万
円
の
内
訳
は
。
ま
た
、

工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
原
因
は
。
�

■答
　
高
瀬
町
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施

設
の
工
事
で
、
現
在
実
施
設
計
中

で
あ
り
、
詳
細
で
は
な
い
が
、
母

屋
改
修
に
2
’
9
0
0
万
円
、
電

気
工
事
に
5
5
0
万
円
、
機
械
設

備
工
事
に
1
5
0
万
円
、
浴
槽
空

調
工
事
に
8
0
0
万
円
、
諸
経
費

1
’
0
0
0
万
円
の
内
訳
で
あ
る
。

現
在
の
施
設
の
問
題
点
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
な
っ
た
原
因

を
整
理
し
、
委
員
会
に
報
告
す
る
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

��　
6
月
18
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
4
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
市
道
の
路
線
変
更
　
事
業
費

の
見
込
み
は
、
ど
の
程
度
に
な
る

の
か
。
�

■答
　
全
体
延
長
が
2
7
0
メ
ー
ト

ル
で
、
約
6
’
6
5
0
万
円
で
あ

る
。
�

■問
　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
�

高
瀬
と
山
本
の
浄
水
場
の
管
理
を
、

委
託
か
ら
嘱
託
に
変
更
し
た
理
由

は
何
か
。
�

■答
　
当
初
は
業
者
委
託
を
考
え
て

い
た
が
、
地
元
で
と
い
う
考
え
の

も
と
、
嘱
託
職
員
に
よ
る
常
駐
管

理
に
変
更
し
た
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
・
認

定
し
た
。
�

　
6
月
22
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
4
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
三
豊
市
学
校
給
食
検
討
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定
　
今
、
こ
の

検
討
委
員
会
設
置
条
例
が
出
て
き

た
背
景
は
。
�

■答
　
今
年
4
月
か
ら
学
校
給
食
法

の
条
文
の
中
に
、
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
が
明
記
さ
れ
、
衛
生
管

理
基
準
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
安

心
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
、
施
設
や
設
備
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
7
月
に
立
ち
上
げ
毎
月

開
催
し
、
21
年
度
中
に
答
申
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
�

■問
　
三
豊
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

条
例
の
一
部
改
正
　
今
条
例
改
正

を
す
る
緊
急
性
が
あ
る
の
か
。
ま

た
市
が
委
託
す
る
の
は
何
ら
か
の

法
人
を
必
要
と
す
る
の
か
。
�

■答
　
昨
年
よ
り
登
録
者
が
1
6
3

名
も
増
加
し
、
夏
季
休
暇
に
向
け

て
利
用
希
望
者
が
来
て
お
り
、
一

部
待
機
者
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
か

ら
、
年
度
当
初
想
定
で
き
な
か
っ

た
部
分
を
、
実
態
に
即
し
て
市
民

の
方
々
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
、

条
例
改
正
を
お
願
い
し
た
い
。
法

人
に
限
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

規
則
の
中
で
「
法
人
等
」
に
委
託

で
き
る
と
い
う
中
で
、
実
績
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
�

■問
　
三
豊
市
就
学
前
教
育
・
保
育

検
討
委
員
会
設
置
条
例
の
廃
止
　

検
討
委
員
会
で
は
、
校
区
ご
と
に

幼
稚
園
を
設
置
す
る
よ
う
に
と
い

う
答
申
だ
っ
た
が
、
豊
中
町
の
幼

稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
そ
れ

を
尊
重
す
る
の
か
。
�

■答
　
検
討
委
員
会
の
答
申
は
尊
重

す
る
。
豊
中
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

組
織
・
職
員
の
体
制
を
変
え
て
現

場
の
改
善
を
行
っ
て
い
る
。
幼
・

小
の
連
携
は
非
常
に
大
事
な
の
で
、

答
申
の
意
図
を
十
分
に
考
え
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
理
解
を

得
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
�

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
給
食
セ
ン
タ
ー
費
中
、
備
品

購
入
費
が
年
度
当
初
に
減
額
さ
れ

る
経
緯
は
。
�

■答
　
山
本
町
内
の
学
校
給
食
の
正

規
職
員
が
減
り
、
集
約
を
計
画
し

た
。
配
送
車
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
人
事
課
と
の
協
議
で

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
と
な

り
、
集
約
を
見
送
っ
た
た
め
、
早

い
時
期
だ
が
予
算
を
削
除
し
た
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

▲　渇水対策減圧送水

か

し
�
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少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
６２
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
こ
　
　
　
き
ゅ
う
�

62-1115�

62-1116

☎

☎

一般用�

少年相談�

◆ 

支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
？

　
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
受
信
料
の
全
額

免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯（
具
体
的
に
は
、生
活

保
護
世
帯
、市
町
民
税
非
課
税
の
障
害
者
世
帯
、

社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
）
が
対
象
で
す
。�

※
す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ
れ�

　
て
い
る
世
帯
は
支
援
の
対
象
外
で
す
。�

◆ 

受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は
？

　
現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
取
り

付
け
る｢

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー｣

の
無
償
給
付

を
し
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必
要
な
場

合
に
は
、
そ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。�

◆ 

申
し
込
み
先
は
？

　
未
定
で
す
。
決
ま
り
し
だ
い
申
し
込
み
方

法
を
含
め
て
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

◆ 

支
援
の
開
始
の
時
期
は
？

　
平
成
21
年
秋
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
日
程
は
、改
め
て
周
知
す
る
予
定
で
す
。�

◆ 

注
意
い
た
だ
き
た
い
点

　
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信

契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
る
べ
く
早
め
に

契
約
手
続
き
等
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で
購

入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
等
の
費

用
を
精
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

◆ 

問
い
合
わ
せ

・
支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
　
　�

　
☎
0
5
7
0
・
0
7
0
1
0
1
�

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受
信
料
免
除

　
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー�

　
☎
0
5
7
0
・
0
7
7
0
7
7

　
7
・
8
月
は

夏
の
非
行
防
止

県
民
運
動
期
間

で
す
。
不
審
者

か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
、
警
察
・

市
・
地
域
・
家
庭
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、ま
た
相
互
の
連
携
を
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
不
審
者
対
策
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。�

○
基
本
と
し
て
、不
審
者
に
対
し
ス
キ
を
見
せ

な
い
こ
と
。
目
立
つ
派
手
な
服
装
を
避
け
不

審
な
声
か
け
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
夕
方
や
夜
間
の
自
転
車
・
徒
歩

で
の
外
出
は
極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。
昼
間
で

も
小
さ
い
子
ど
も
は
人
気
の
少
な
い
場
所
で

の
遊
び
は
注
意
が
必
要
で
す
。�

○
不
審
者
に
遭
遇
し
た
り
身
に
危
険
を
感
じ
る

な
ど
し
た
場
合
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
使
っ
た

り
、
大
き
な
声
を
出
し
て
近
く
の
人
に
助
け

を
求
め
ま
し
ょ
う
。
近
く
の
民
家
に
駆
け
込

む
こ
と
も
大
切
で
す
。�

　
不
審
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
家
庭
で
具

体
的
に
話
し
合
い
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
家
を

教
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。�

◆豊中・山本・財田・三野町吉津（※）の各地区は、
　来年１月に開催の予定です。�
◆問い合わせ　総務省香川県テレビ受信者支援
　センターデジサポ香川 説明会事務局�
　☎　087ー822ー9213

 総務省では、地上デジタル放送に関す
る説明会を行います。都合のよい会場へ�
お越しください。（事前申し込み不要）�
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2日(日)��
�
�

5日(水)�

8日(土)��
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18:00～�
15:00～�
18:00～�
14:00～�
15:00～�
18:00～�
15:00～�
18:00～�

高瀬町上高瀬�
�
高瀬町下勝間�
�
高瀬町比地�
�
高瀬町佐股�
�
高瀬町上高瀬�

高瀬町下麻�
�
仁尾町仁尾丁�
�
仁尾町仁尾甲�
�
仁尾町仁尾丁�
詫間町粟島�
詫間町志々島�
詫間町詫間�

詫間町大浜�
�
詫間町箱�
�
詫間町松崎�
�
詫間町詫間�
�
三野町下高瀬�

三野町大見�
�
三野町下高瀬�
�

共同福祉施設�
�
勝間コミュニティーセンター�
�
高瀬町保健センター�
�
二ノ宮地区農業構造改善センター�
�
共同福祉施設�

麻地区農業構造改善センター�
�
仁尾町文化会館�
�
曽保小学校体育館�
�
仁尾町文化会館�
粟島開発総合センター�
志々島老人いこいの家�
詫間町福祉センター�

荘内自然休養村センター�
�
箱浦ビジターハウス�
�
松崎コミュニティーセンター�
�
詫間町福祉センター�
�
社会福祉センター�

大見公民館�
�
社会福祉センター�

開催日� 開始時刻� 地　区� 会　場�

※選挙のため、8月30日に予定していた三野町老人福祉母子健康�
　センターでの説明会は、来年1月に延期します。�

○
教
科
書
の
内
容
が
変
わ
っ
た

　
す
で
に
鎌
倉
時
代
に
差
別
さ
れ
る
人
が

い
た
、
と
今
は
学
校
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
徳
川
時
代
に
差
別
が
作
ら
れ
た

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

考
え
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
6

年
生
の
社
会
科
教
科
書
で
は
こ
ん
な
記
載

が
あ
り
ま
す
。「
銀
閣
寺
の
素
晴
ら
し
い
庭

園
は
当
時
差
別
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
ま
た
こ
の
よ
う
な

人
た
ち
は
造
園
や
芸
能
な
ど
の
分
野
で
活

躍
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。�

　
8
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
あ

た
り
、
こ
こ
で
は
最
近
の
教
科
書
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
新
し
い
同
和
問
題
の
考

え
方
を
紹
介
し
ま
す
。
教
科
書
を
囲
ん
で

家
庭
で
同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。�

○
起
源
は
江
戸
時
代
以
前

　
同
和
問
題
の
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
差

別
の
起
源
な
ど
に
つ
い
て
従
来
の
学
説
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
変
更
は
主

に
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。�

　
第
一
は
、
差
別
の
起
源
が
中
世
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
江

戸
幕
府
が
作
っ
た
身
分
制
度
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
」
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
「
近

世
政
治
起
源
説
」
）
が
、
こ
の
考
え
が
否

定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
第
二
は
、
原
因
に
つ
い
て
、
差
別
さ
れ

た
人
た
ち
が
造
園
や
芸
能
な
ど
の
分
野
で

優
れ
た
才
能
や
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
事

実
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
各
地
で
多
様
な

歴
史
な
ど
も
あ
っ
て
今
な
お
学
者
の
間
で

論
争
が
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
れ
た
才
能
や

能
力
を
持
つ
「
異
能
者
」
に
対
し
て
民
衆

が
「
自
分
た
ち
と
は
違
う
人
た
ち
」
「
住

む
世
界
が
違
う
人
た
ち
」
な
ど
と
畏
敬
の

念
を
持
っ
て
特
定
の
人
た
ち
を
特
別
に
扱

っ
た
、
こ
の
こ
と
を
差
別
が
始
ま
っ
た
重

要
な
要
素
の
一
つ
と
見
て
い
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
「
畏
（
お
そ
）
れ
意
識
」
で
す
。�

○
社
会
を
支
え
た
生
業

　
第
三
は
、
生
業
を
前
向
き
に
評
価
し
、

職
業
や
貧
困
な
ど
か
ら
差
別
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
（
「
低

位
性
」
）
か
ら
の
脱
却
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
近
代
医
学
の
基
礎
と
な
っ
た
杉

田
玄
白
ら
の『
解
体
新
書
』。
解
剖
で
見
た

内
臓
が
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
書
と
同
じ
だ
っ

た
こ
と
か
ら
翻
訳
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
と
き
解
剖
し
た
被
差
別
民
の

腑
分
け
（
ふ
わ
け
・
解
剖
の
こ
と
）
技
術

が
医
学
を
支
え
た
と
教
科
書
は
評
価
し
て

い
ま
す
。�

　
差
別
さ
れ
る
人
た
ち
は
他
に
も
斃
牛
（
へ

い
ぎ
ゅ
う
・
病
気
で
倒
れ
た
牛
馬
）
処
理

に
よ
っ
て
伝
染
病
か
ら
社
会
を
守
っ
た
り
、

下
級
警
察
業
務
な
ど
に
従
事
し
て
治
安
維

持
な
ど
に
貢
献
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。�

（
東
京
書
籍
『
新
編
新
し
い
社
会
6
上
』

な
ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
）�

【
写
真
・
文
　
香
川
人
権
研
究
所
】�

　
昭
和
20
年
5
月
、
詫
間
海
軍
航
空
隊
か
ら
神

風
特
別
攻
撃
隊
員
と
し
て
出
撃
し
た
三
豊
出
身

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
ま
し
た
。
重
信
隆
丸
少
尉

(

財
田
町)

で
、
長
さ
10
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
遺
書
を

書
き
残
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
、す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
た
祖
母
と
妹
あ
て
に
書
き
、
あ
と
両
親
、

兄
弟
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。
決
し
て
”特
攻
“を

美
談
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

純
粋
な
気
持
ち
で
国
・
家
族
・
愛
す
る
人
を
守

ろ
う
と
し
た
若
者
た
ち
が
い
た
事
実
は
後
世
に

語
り
つ
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
航
空
隊
が

あ
っ
た
山
の

反
対
側
に
な

る
仁
尾
町
で

も
防
空
壕
が

掘
ら
れ
ま
し

た
。
軍
用
の

も
の
と
比
べ

る
と
素
掘
り

の
簡
単
な
も

の
で
す
が
、当
時
の
小
学
生
・
中
学
生
も
金
づ
ち

と
の
み
で
一
生
懸
命
掘
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元

の
津
島
神
社
の
横
に
3
カ
所
残
っ
て
い
ま
す
。

銃
撃
も
な
く
実
際
に
は
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
兵
士
以
外
の
皆
さ
ん

も
苦
労
し
て
い
た
事
実
も
、
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

じ
ん
け
ん
探
訪�

「
大
き
く
変
わ
っ
た�

　
　
　
　
部
落
の
起
源
」�

「
大
き
く
変
わ
っ
た�

　
　
　
　
部
落
の
起
源
」�

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援
を
予

定
し
て
い
ま
す
。�
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採
れ
い
ち
ご
の
接
待
が
あ
っ
た
ね
。�

　
　
や
っ
ぱ
り
地
元
産
い
ち
ご
の
味�

は
お
い
し
か
っ
た
わ
。
急
き
ょ
、
コ�

ー
ス
の
途
中
に
あ
る
万
福
寺（
②
）で
、�

ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
を
迎
え
た
藤
棚
を
見
て
、�

こ
の
日
の
メ
イ
ン
宝
山
湖（
③
）へ
向
か
い
　

ま
し
た
。
工
事
を
始
め
て
10
年
、
や
っ
と
完

成
し
た
調
整
池
で
昼
食
の
あ
と
フ
リ
ー
タ
イ

ム
を
と
り
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
途
中
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
中
を
歩
き
、

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。�

財
田
駅
を
出
発
し
、
品
福
寺
と
万
福
寺
に
寄

っ
た
後
、
宝
山
湖
で
昼
食
を
と
り
、
三
ノ
宮
、

二
ノ
宮
、
高
瀬
茶
業
組
合
、
お
茶
畑
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
高
瀬
駅
へ
向
か
う
コ
ー
ス
。

雨
が
し
と
し
と
降
り
続
い
た
1
日
と
な
り
ま

し
た
。�

　
　
品
福
寺（
①
）の
境
内�

に
は
樹
齢
4
0
0
年
の
イ
チ�

ョ
ウ
の
木
が
そ
び
え
て
い
た�

わ
。
幹
が
半
分
焼
け
焦
げ
て�

空
洞
に
な
っ
て
い
る
の
に
、�

元
気
に
葉
が
茂
っ
て
い
て
圧�

倒
さ
れ
た
わ
。�

　
　
本
堂
で�

住
職
さ
ん
の�

お
話
を
聞
い�

た
後
、
お
茶�

と
財
田
の
朝�

　  

水
資
源
機
構
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
貯
水

量
は
約
3
0
0
万
ト
ン
。
こ
れ
は
、
ぼ
く
た

ち
が
使
っ
て
い
る
水
道
水
の
約
2
週
間
分
と

同
じ
量
な
ん
だ
っ
て
。�

　
　
雨
の
中
、
遊
歩
道
を
歩
い
て
い
る
人
も
い

た
わ
。
水
辺
を
通
る
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。�

　
　
周
辺
の
整
備
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

進
ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
ね
。
ま
た
、
こ
こ

で
は
市
内
に
数
多
く
あ
る
竹
か
ら
作
っ
た
肌

水
や
、
花
や
野
菜
の
液
肥
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

肌
水
を
つ
け
て
み
た
人
の
手
が
し
っ
と
り
、

す
べ
す
べ
し
て
い
る
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
ね
。
次
は
三
ノ
宮
神
社
の
前
を
通
り
、

二
ノ
宮
さ
ん(

大
水
上
神
社)

（
④
）ま
で
き
れ

紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
歩

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、�

Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

※ 

Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
へ
は
、
財
田
観
音 

　  

寺
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※ 

Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
は
、
高
瀬
観
音
寺

　  

線
、
高
瀬
線
、
財
田
高
瀬
線
を
ご

　  

利
用
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

で
三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

②万福寺  藤棚�

自然公園エリア��
（ビオトープ）�

三ノ宮神社��
　7.4km

② 万福寺�

① 品福寺�

⑤ 茶畑�

③ 宝山湖宝山湖�③ 宝山湖�

④ ニノ宮さん（大水上神社）�

　
　
今
回
は
、
山
本
町
に
新
し
く
建
設
さ
れ

た
香
川
用
水
調
整
池
「
宝
山
湖
」
を
楽
し
む

約
17.

1�
km
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
讃
岐

い
に
手
入
れ
さ
れ
た
茶
畑（
⑤
）の
中
を
歩

き
ま
し
た
。�

　
　
ち
ょ
う
ど
一
番
茶
の
時
期
で
、
し
っ
と

り
と
ぬ
れ
た
新
芽
が
き
れ
い
だ
っ
た
わ
。 �

　
　
高
台
に
あ
る
茶
畑
か
ら
は
市
内
の
風

景
が
か
す
ん
で
見
え
て
い
た
よ
。�

　
　
二
ノ
宮
さ
ん
で
は
宮
司
さ
ん
の
お
話

と
あ
め
湯
の
接
待
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
二

ノ
宮
さ
ん
に
あ
る
千
五
百
神
社
の
神
様
は

1,
5
0
0
人
も
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
い

わ
れ
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
が
よ

く
参
拝
す
る
よ
う
で
す
ね
。�

　
　
地
域
の
方
の
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い

あ
め
湯
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
よ
。�

　
　
普
段
で
も
し
っ
と
り
と
し
た
神
社
が
、

雨
に
よ
っ
て
、と
て
も
雰
囲
気
が
出
て
い
た
わ
。�

　
　
次
は
高
瀬
茶
業
組
合�

（
⑥
）に
行
き
ま
し
た
。一
番�

茶
の
出
荷
と
4
月
29�
日
に
開�

催
の
「
二
ノ
宮
ふ
る
里
ま
つ�

り
」
の
準
備
で
忙
し
そ
う
で�

し
た
ね
。�

　
　
そ
ん
な
中
で
も
、
お
い�

し
い
冷
茶
の
接
待
と
テ
ィ
ー�

バ
ッ
グ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ�

っ
た
よ
。�

訪
れ
、
二
ノ
宮

地
域
か
ら
高
瀬

駅
へ
と
向
か
う

中
で
、
地
域
の

人
々
と
ふ
れ
合

っ
た
楽
し
い
コ

ー
ス
で
し
た
。�

　
今
後
も
各
地

の
ポ
イ
ン
ト
を

コ
ー
ス
に
し
て

　
　
工
場
の
中
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ね
。

　
　
最
後
は
、
手
作
り
お
や
つ
と
産
直
青
空

市
ま
ゆ
や
ま（
⑦
）で
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。�

　
　
「
子
ど
も
の
た
め
に
安
全
で
安
心
な
お

か
し
作
り
」
が
基
本
の
店
で
、
手
作
り
ゴ
マ

ク
ッ
キ
ー
を
い
た
だ
い
た
わ
。�

　
　
お
店
の
中
に
は
、
店
主
の
お
じ
さ
ん
が

書
い
た
書
道
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
た
ね
。

　
　
今
回
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
宝
山
湖
を

　
1
8
7
3
年
に
竹
槍
騒
動
で
全
焼
し

た
後
、
品
福
寺
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

山
門
左
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
幹
は
、
こ

の
時
の
火
事
で
半
分
が
焼
け
焦
げ
て
空

洞
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
も
枯
れ
ず
に

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。�

品
福
寺
住
職�

 

香
川
徹
男
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

�

宮奥⑤��
お茶畑�

玉田⑤��
お茶畑�

① 品福寺�
    3.4km

③宝山湖（昼食会場）��
   　　6.0km

④ 二ノ宮さん�
  （大水上神社）��
   　10.3km

⑥ 高瀬茶業組合��
   　12.3km

⑦青空市まゆやま��
   　14.3km

手作り�
おやつの店�

ＪＲ讃岐財田駅�
集合� 地点�

17.1kmＪＲ高瀬駅�
地点�

ほ
ん
ぷ
く
じ�



焼きたてパンの出来上がり！�
　吉津幼稚園の園児が地元の森さんのパン工房でパン作り
をしました。園児たちは、自分の好きなものに形作った生
地に、アーモンドやレーズンなどをトッピング。かわいい
パンがたくさんできました。�

生ゴミリサイクル元気野菜作り�
　笠田高校と三豊市が共同で実施する『生ごみリサイクル
元気野菜作り』で育てたスイートコーンの収穫が笠田高校
中央農場で行われました。収穫したスイートコーンは、通常
より若干甘味が強く、とてもフルーティーな味がしました。�

災害に備えて地域の協力体制を！�
　『みの防災フェスタ』が下高瀬小学校グラウンド周辺で
開催されました。三野地区全体で防災意識の高揚を図ろう
と、三野地区社会福祉協議会と三野町公民館が中心となっ
て初めて企画。町内から650人もの人が参加しました。�

　友好都市の徳島県美波町で『第46回日和佐
うみがめまつり』が開催されました。招待さ
れた3代目浦島太郎とみとよ観光大使たちは、
うみがめ感謝祭で町のシンボルであるうみが
めを放流しました。�

暑い夏を吹き飛ばせ！�
第8回高瀬空射矢まつり�

　第8回高瀬空射矢まつりが市役所周辺
で開催されました。29連約1,000人の踊り
子が、色とりどりの衣装に身を包み、暑さを
吹き飛ばす華麗な舞いを披露しました。ま
た、友好都市の韓国陜川郡友好訪問団も
参加し、日本の夏祭りの熱気を楽しみました。�

盛りだくさんの�
体験学習�
�　比地大小学校の児童が体験

活動支援委員の秋山さんの畑
周辺で自然体験活動をしまし
た。たくさんのスモモを採っ
たり、サワガニ捕りをしました。�

志々島の大楠清掃ボランティア�志々島の大楠清掃ボランティア�　豊中町の『ふくの山歩こ
う会』の皆さんが、志々島
の大楠の周辺をボランティ
アで清掃しました。今年で
4回目となる清掃には、31
人が参加。各自草刈り機な
どを持ち寄り、大楠周辺の
雑木や熊笹、雑草などを刈
り取りました。�

夏野菜でおいしいカレーづくり�
　豊中地域子育て支
援センターで『夏野
菜カレーづくり』が
行われました。カボ
チャやピーマンなど、
みんなで育てたもの
を使いました。野菜
を切るのはお母さん。
子どもたちも少しだ
けお手伝いしました。�

　全国ラージボール卓球
大会（山形県）で高瀬町の
真鍋英雄さんが、男子シ
ングルス70歳の部と男
子ダブルス140歳の部で
優勝し2冠を達成。4度
目の日本一に輝きました。�

　第31回未来の科学の夢
絵画展で優秀賞を受賞した
比地大小学校4年生の塩冶
卓也くんが市長を表敬訪問
しました。受賞作は『ナビス
テッキ』。目の不自由な人や
お年寄りの方に、自分の歩
いている道の状況を教えて
くれる親切なステッキです。�

あったらいいなぁで思いつきました�

4度目の日本一�

　高瀬空射矢まつり杯小学生バレ
ーボール大会が高瀬町総合体育館
ほか2会場で開催されました。結
果は次の通りです。�
　女子優勝　詫間ジュニアバレー
　　　　　　チーム�
　男子優勝　善通寺中央チーム　
　　　　　　�

高瀬空射矢まつり杯小学生�
バレーボール大会�

英語って楽しい！�
ケビンさんと交流会�
�　大見幼稚園で三豊市へ研修に来ている

ケビンさんとの交流会が行われました。
交流会では、全員が英語で自己紹介をし
たあと、英語版「だるまさんが転んだ」で、
みんな遊びながら楽しく英語を学びました。�

社会を明るくする運動出発式�
　三豊市保護司会、更正保護女性会の皆さんが参加して『社
会を明るくする運動』メッセージ伝達ならびに出発式が市
役所前で行われました。市長から各町の代表者へメッセー
ジが伝達されたあと、市内へ広報パレードに出発しました。�

みんなで引くぞっ！�
地引き網�

　青少年育成市民会議仁尾町・財田町分会
の交流会が仁尾町家の浦海岸で行われ、地
引き網をしました。約50人の親子が歓声をあ
げながら網を引き、捕れたイカやタコをその
場で料理し、バーベキューをして楽しみました。�
�

みなみみなみ�みなみみなみ�

徳島県美波町でうみがめを放流�



問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼�

桃の収穫体験�桃の収穫体験�

マッチやライターであそびません！�マッチやライターであそびません！�命の大切さについて学ぶ�命の大切さについて学ぶ�
　仁尾小学校で学校公開授業がありました。1～4年生は、
ぼっこ助産員の田中幸子さん、篠原佐智子さんから『命
の誕生』を教えてもらい、生まれることの喜び、生まれ
るときの大変さを学びました。�

久保谷海岸ボランティア清掃�久保谷海岸ボランティア清掃�
　津嶋神社付近の久保谷海岸でボランティア清掃が行わ
れました。地元の各自治会はじめボランティアが毎年行
っているもので、今年も約100人が参加。１時間ほどで
海岸はすっかりきれいになりました。�

　財田上小学校の3、4年生が地元の畑俊光さんの畑で桃
の収穫体験をしました。今年初めて、地元の特産品であ
る桃の収穫を体験。収穫した桃は手で簡単に皮がむけ、
みんなでおいしくいただきました。�

　詫間幼稚園と詫間保育所が合同で、幼年消防クラブ結
団式を行い、全員が大きな声で火の用心を誓いました。
　結団式のあと、詫間方面隊の消防車に乗せてもらい、
子どもたちは楽しみながら火の用心を学びました。�
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出
会
い
が
い
っ
ぱ
い
、仲
間
が
い
っ
ぱ
い
の
子
育
て
応
援
施
設�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
0
歳
か
ら
小
学
校
へ
入
る
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者
や
妊
婦
さ
ん
が
利
用
で
き
ま
す
。�

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
�

受
給
資
格
者
�

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度
以
上

の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
養
育
者
。
�

手
当
月
額
（
平
成
　
年
4
月
現
在
）
�

　
1
級
（
重
度
障
害
児
）
5
0,
7
5
0
円
�

　
2
級
（
中
度
障
害
児
）
3
3,
8
0
0
円
�

※
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

受
給
で
き
な
い
場
合
�

・
児
童
が
、
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
�

　
こ
と
が
で
き
る
と
き
�

・
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
�

手
当
を
受
け
る
に
は
�

　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
必
要
書
類
を
添
�

付
し
て
、
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

所
得
状
況
届
に
つ
い
て
�

　
毎
年
8
月
に
「
所
得
状
況
届
」
を
市
役
所
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
8
月
上
旬
に
、
所
得
状
況
届
に
関
す
る
通

知
を
受
給
資
格
者
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

　
8
月
診
療
分
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
制
度
、

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
の
助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。�

　
8
月
1
日
か
ら
満
70
歳
未
満
の
人
で
長
寿
医
療
制
度
の
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
三
豊
市
内
、
観
音
寺
市
内
す
べ
て

の
医
療
機
関
、
調
剤
薬
局
等
で
の
受
診
が
現
物
給
付
（
窓
口
で

の
支
払
い
無
料
）
と
な
り
ま
す
。�

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
�

　
重
心
医
療
資
格
対
象
者
が
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た
あ
と
、

一
旦
窓
口
で
支
払
い
し
、
市
へ
医
療
費
助
成
申
請
書
を
提
出
。

そ
の
後
対
象
者
へ
口
座
振
込
す
る
。�

　
満
70
歳
未
満
の
人
で
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
人
�

　
三
豊
市
内
、
観
音
寺

市
内
の
医
療
機
関
、
調

剤
薬
局
等
で
受
診
�

�窓
口
で
の
支
払
い
な
し
�

　
満
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
�

変
更
前
（
7
月
31
日
ま
で
）
�

変
更
後
（
8
月
1
日
以
降
）
�

　
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
（
金
）

で
す
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
受
給
資
格
者
証
は
健
康
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。�

　
8
月
1
日
か
ら
三
豊
市
内
、
観
音
寺
市
内
す
べ
て
の
医
療

機
関
、
調
剤
薬
局
等
で
の
受
診
が
現
物
給
付
（
窓
口
で
の
支
払

い
無
料
）
と
な
り
ま
す
。�

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
�

　
三
豊
市
内
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た
場
合
、
窓
口
で
の
支
払

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
三
豊
市
内
、
観
音
寺
市
内
の
医
療
機
関
、
調
剤
薬
局
等
で
受

診
し
た
場
合
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

変
更
前
（
7
月
31
日
ま
で
）
�

変
更
後
（
8
月
1
日
以
降
）
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

21

す
べ
て
の
医
療
機
関
等

で
受
診
�

一
旦
窓
口
で
支
払
い
し
、市

へ
医
療
費
助
成
申
請
書
を

提
出
、
そ
の
後
口
座
振
込
�

※
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
制
度
、
母
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
制
度
と
も
に
三
豊
市
、
観
音
寺
市
以
外
の
医
療
機
関

で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
償
還
給
付
（
一
旦

窓
口
で
支
払
い
し
、
三
豊
市
へ
医
療
費
助
成
申
請
書
を
提
出
、

そ
の
後
口
座
振
込
）
で
す
。�

※
加
入
医
療
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
健
康
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。�

　
砂
遊
び
も
楽
し
そ
う
！�

　
藤
棚
の
あ
る
砂
場
は
涼
し
く
、子
ど
も

を
遊
ば
せ
な
が
ら
保
護
者
同
士
が
情
報

交
換
で
き
る
場
。�

　
園
庭
に
は
、
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、

虫
と
り
も
で
き
る
よ
！�

　
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
！�

　
遊
び
が
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。
し
っ
か

り
動
い
て
、
し
っ
か
り
遊
ん
で
、
し
っ
か

り
成
長
！�

　
子
育
て
仲
間
と
「
子
ど
も
っ
て
か
わ
い
い
」

｢

子
育
て
っ
て
楽
し
い｣

を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。�

　
保
育
所
の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
！�

　
虫
歯
予
防
集
会
、七
夕
ま
つ
り
、ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、プ
ー
ル
遊
び
、夏
祭

り
、
芋
堀
り
、も
ち
つ
き
大
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。�

�



三豊市建設業協会安全防災訓練�
�
三豊市建設業協会安全防災訓練�
�　三豊市建設業協会安全防災訓練が仁尾町で行われまし

た。今年で4回目になるこの訓練は、災害時の支援復旧
活動を迅速に行えるようにと毎年開催。今回も約140人
が参加しました。�

笑うってこんなにすばらしい�笑うってこんなにすばらしい�
　認知症予防講演会がマリンウェーブで開かれました。「笑
うことで脳が活性化し、認知症の予防とともに元気で明
るく暮らせる」と財団新居浜病院副院長の枝廣篤昌先生
が、落語を交えながらユーモアたっぷりに話してくれました。�

未成年者の喫煙はダメ！�未成年者の喫煙はダメ！�
　市内ＪＲの各駅で未成年者喫煙防止キャンペーンが行
われました。三豊市少年を守る会をはじめ、市少年育成
センターや三豊警察署の皆さんが啓発用ティッシュを乗
降客に配布して、未成年者の喫煙防止を呼びかけました。�

夏野菜がいっぱいとれたよ！�夏野菜がいっぱいとれたよ！�
　下高瀬幼稚園の『野菜とお話ができる農園』で、夏野
菜が収穫の最盛期を迎えました。朝はお友だちと一緒に、
帰りにはお家の人と収穫を楽しんでいます。自分たちで
育てた野菜で、旬のおいしさを味わっています。�
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
「
保
険
料
の
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
に
は
、
ご
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
「
免
除
」「
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）」
ま
た
は
「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。�

　
免
除
制
度
は
次
の
3
種
類

○
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
申
請�

　
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
全

額
免
除
ま
た
は
半
額
納
付
・
4
分
の
1
納
付
お
よ
び
4
分
の
3

納
付
の
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。�

○
若
年
者
納
付
猶
予
申
請�

　
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。�

○
学
生
納
付
特
例
申
請�

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。�

�

　
保
険
料
免
除
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
年
金
手
帳
お
よ
び
納
付

書
、
印
鑑
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
持

っ
て
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
前
納
制
度
は
、保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
と
、保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
制
度
で
す
。
�

6
カ
月
前
納
・・・
10
月
か
ら
翌
年
3
月
分

を
10
月
末
ま
で
に
納
め
ま
す
�

　
現
金
払
い
↓
7
1
0
円
割
引
�

　
口
座
振
替
↓
1,
0
0
0
円
割
引
（
8
�

　
月
中
に
手
続
き
が
必
要
）
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
市
民
課
　
☎
73
・
3
0
0
5
�

　
香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所
　
�

　
☎
0
8
7
7
（
6
2
）
1
6
6
0

お
得
な
前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う�

免除の対象となる所得のめやす（平成21年度）　　【万円】�

世帯構成�

4人世帯�
（夫婦、子2人）�

2人世帯�
（夫婦のみ）�

�

単身世帯�

全額免除�
一　部　納　付�

１/4�
納付�

半額�
納付�

3/4�
納付�

162�

92�

57

230�

142�

93

282�

195�

141

335�

247�

189

○「4人世帯」「2人世帯」は、夫か妻のどちらかのみに所得が�
　ある世帯の場合です。�
○若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特例は半額免�
　除と同基準となります。�

　
今
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
8

月
1
日
以
降
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
認
定
証
を
入
院
時
に
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す
れ
ば
、

入
院
時
の
一
部
負
担
金
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。�

・
平
成
21
年
7
月
1
日
以
前
1
年
間
、
市
内
在
住
で
あ

　
る
こ
と
。
�

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
、
老

　
人
ホ
ー
ム
等
入
所
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
�

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

　
8,
0
0
0
円
〜
1
4,
0
0
0
円
  
 
�

・
障
が
い
の
種
類
や
程
度
に
よ
り
支
給
額
が
異
な
り
�

　
ま
す
。
�

・
65
歳
以
上
の
人
は
支
給
年
金
額
の
半
額
を
支
給
し
ま
す
。
�

　
福
祉
年
金
の
給
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
�

　
今
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
再
度
の
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
に
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
と
各
手
帳
、

振
込
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
  
�

　
昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、
今
年
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
支
給
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
現
金
で
の
お
渡
し
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4
�

　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
�

　
☎
0
8
7
（
8
1
1
）
1
8
6
6

※区分Ⅱ＝世帯員の全員が住民税非課税の人�
※区分Ⅰ＝世帯員の全員が住民税非課税で、その世帯員の各所得が必要経費・控除�
　　　　　（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに0円になる人�

区分Ⅱ

一　般�

過去12カ月の合計入院�
日数が90日以内の場合�

過去12カ月の合計入院�
日数が90日を超える場合�

区　　　　分 食事代（1食あたり）�
260 円�

210 円�

160 円�

100 円�

44,400 円�

24,600 円�

15,000 円�

1カ月の自己負担限度額�

区分Ⅰ

・
被
保
険
者
証
�

・
印
鑑
�

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
現
在
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
）�

・
現
在
「
区
分
Ⅱ
」の
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
で
、過
去
12
カ
月
の

う
ち「
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
し
て
い

た
期
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
て
い
る
場
合
は
、入
院
日

数
を
確
認
で
き
る
領
収
書
な
ど
�

・
本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成

21
年
1
月
1
日
に
市
内
に
在
住

し
て
い
な
い
場
合
、そ
の
人
の

平
成
21
年
度
の
非
課
税
証
明
書
�

　
手
続
き
は
健
康
課
ま
た
は
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
で
き

ま
す
。�



全国大会出場おめでとう！�全国大会出場おめでとう！�
　全国小学生陸上交流大会に出場する小学生が市長を表敬
訪問しました。3人は横浜市で開かれる全国大会に出場します。�
【県予選結果】�
80メートル障害　男子優勝　山下晴稀（勝間小学校6年）
　　　　　　　　女子優勝　近藤朱夏（麻小学校6年）�
走り高跳び　　　優　　勝　植村洸平（勝間小学校6年）�

つたじま海水浴場で清掃ボランティア�
�
つたじま海水浴場で清掃ボランティア�

　海開きに先だって、つたじま海水浴場で仁尾中学校の
全校生徒170人と地元のボランティア約100人が海岸清
掃を行いました。みんなの力で美しい海水浴場を守って
います。�

トンボつかまえた！�トンボつかまえた！�

郷土の仏像巡り�郷土の仏像巡り�

　河内幼稚園の園児が近くの河内川で川遊びをしました。
川べりでは、魚を捕ったり、トンボをつかまえたりと、
自然にふれあいながら夏を感じました。�
�

　財田町公民館講座『歴史よもやま話臨地研修』で市内の
お寺を巡りました。仁尾町の瑞雲寺では木造阿弥陀如来
立像が特別に出され、講師の武田耕道さんから木像にまつ
わる歴史的背景など貴重なお話を聞くことができました。�
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家
屋
の
用
途
変
更
で
土
地
の
使
用
状
況
が
住
宅
用
地
か
ら

非
住
宅
用
地
に
、
ま
た
は
非
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
に
変

わ
っ
た
と
き
は
、
「
住
宅
用
地
変
更
申
告
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
土
地
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
住
宅
用
地
の
用
途
ま
た
は
家
屋
面
積
が
新
築
・
増
築
・
取

　
り
壊
し
に
よ
り
変
わ
っ
た
場
合
は
、
市
条
例
に
よ
り
、
そ

　
の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
用
紙
は
、

　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
あ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

　
健
康
診
査
を
受
け
る
人
は
、
6
月
に
届
い
た
健
康
診
査
の

案
内
状
が
入
っ
て
い
る
青
い
封
筒
と
保
険
証
を
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
結
核
検
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、
が
ん
検
診
の
案

内
状
が
入
っ
て
い
る
白
い
封
筒
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

　
が
ん
検
診
の
事
前
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で
、
検
診

を
希
望
す
る
対
象
年
齢
の
人
は
当
日
検
診
会
場
ま
で
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

※場所はすべて仁尾庁舎です�

月 日 � 受付時間および検診項目�

9月 9日（水）�

 　10日（木）�

 　11日（金）�

 　14日（月）�

 　15日（火）�

8：30～11：30�
（胃がんは8：30～11：00）�
・（特定）健康診査　・生活機能検診�
・前立腺がん検診　・肝炎ウイルス検診�
・結核、肺がん検診　・大腸がん検診�
・胃がん検診�

乳がん検診（視触診）�
9月 9日、11日（ 9日は13：30～14：30も実施）�
8：30～11：00

子宮がん検診�
9月9日、11日、14日�
13：30～14：30

結核・肺がん検診�
9月14日、15日�
13：30～14：30

　
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
家

屋
滅
失
届
出
書
」
を
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
売
買
・
相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
家
屋
の
所
有
者
が

変
更
し
た
と
き
は
、「
名
義
人
変
更
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
登
記
し
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
）�

　
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
市
よ
り
家
屋

評
価
の
日
時
調
整
の
連
絡
を
行
い
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

間
取
り
や
仕
上
げ
の
確
認
を
行
い
評
価
額
を
算
出
し
て
、
翌

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。�

　
9
月
は
仁
尾
庁
舎
で
集
団
検
診
を�

行
い
ま
す
。
案
内
通
知
を
よ
く
読
ん
で�

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

〜
情
報
収
集
と
正
確
な
現
状
把
握
の
た
め
、
ご
協
力
を�

お
願
い
し
ま
す
〜�

　これからの季節、外へ出なければ脱水なんかに
ならないと思っていませんか？屋内であっても高
齢者は脱水の症状に陥りやすいので要注意です。�
脱水発見のポイント�

・意欲がない　　・元気がない　・ボーッとしている�
・唇のかさつき　・尿量の減少　・ワキの下の乾燥�

　脱水を予防するため、普段からこまめな水分
補給を心がけましょう。�
　脱水は高齢者に限らず、だれにも起こり得ます。
ご注意ください。�

　“こころの健康相談”では、こんなお悩みの相談
に応じています。�
○精神障害者に関する福祉制度やサービスを利用し
　たいがどうしたらいいだろう？�
○「こころの病気にかかっているのではないか？」
　と不安に思うが受診をためらっている。�
○こころの病気にかかった家族に�
　どんな対応をしたらいいだろう？�
○精神障害に対応してくれる地域�
　の専門相談機関を教えてほしい。�
※今月の相談日時は30ページに掲�
　載しています。お気軽にご相談ください。�

　市が実施する人間ドックまたは集団検診で行う
子宮頸がん検診・乳がん検診の無料クーポンを8
月中旬に下記の対象者に配布します。�

子宮頸がん検診無料クーポン対象者�
20・25・30・35・40歳�

乳がん検診無料クーポン対象者�
40・45・50・55・60歳�

※平成21年4月1日現在の年齢�
※平成21年6月30日現在で三豊市に住所がある人�
　クーポン券を受け取った人は、この機会にぜひ
がん検診を受けましょう。�

入れ歯の疑問が解決！！�

○ガムやもちがくっつく　○かぶりつけない�
○何回作っても調子が悪い…こんな疑問に答えます�

　香川県歯科技工士会の入れ歯づくりのベテランが、
すべての疑問を解決してくれます。申し込み不要。�

日程・場所（時間　午前10時～11時30分）�

  8月  7日 (金 )   財田町コスモス�
　　  21日 (金 )   山本町保健センター�
  9月11日 (金 )   三豊市役所　西館�
　　  28日 (月 )   三野町保健センター�
11月16日 (月 )   仁尾庁舎�
　　  27日 (金 )   詫間福祉センター�
12月21日 (月 )   豊中町保健センター�

こころに� と�

問い合わせ　福祉課　☎73ー3015 問い合わせ　健康課　☎73ー3014

問い合わせ　健康課　☎73ー3014
問い合わせ　�
地域包括支援センター（介護保険課内）☎73ー3017
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詳しくは国際交流協会へお問い合わせください！�

3歳児～10歳児向け�
木・金�
午後3時～、�
4時～、5時～�
マリンウェーブ、�
山本町生涯学習センター、�
高瀬町公民館�

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎ 56-5121　（マリンウェーブ内・火曜休館）�

　
次
の
と
お
り
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
�

◆
申
し
込
み
が
で
き
る
人

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
）
�

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
�

②
同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　
族
が
い
る
人
�

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　
か
な
人
�

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
�

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ

　
る
こ
と
。
�

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で

　
な
い
こ
と
。
�

（
注
）
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
単
身

　
入
居
も
可
能
で
す
。
�

◆
必
要
書
類

　
住
宅
課
ま
た
は
高
瀬
事
業
課
・
各
支
所
事

　
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆
入
居
の
決
定
方
法

　
入
居
者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考
し
、

　
決
定
し
ま
す
。
�

◆
入
居
予
定
時
期

　
9
月
上
旬
�

◆
申
し
込
み
期
間
（
厳
守
）

　
8
月
3
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）
�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
、
日
は

除
く
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
持
っ
て
住
宅

課
ま
た
は
高
瀬
事
業
課
・
各
支
所
事
業
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

　
受
け
付
け
は
申
し
込
み
期
間
の
み
で
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課
　
☎
62
・
1
1
3
1

　
任
期
満
了
（
平
成
21
年
9
月
30
日
）
に

伴
う
三
豊
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。�

◆
投
票
日
　
9
月
23
日
（
水
）
秋
分
の
日�

◆
告
示
日
　
9
月
16
日
（
水
）�

◆
選
挙
区
と
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

◆
被
選
挙
権
（
立
候
補
で
き
る
人
）

　
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人�

①
三
豊
市
に
住
所
を
有
す
る
人
�

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
（
平
成
21
年
9
月
�

　
23
日
現
在
）�

③
次
の
（
ア
）
〜
（
ウ
）
の
い
ず
れ
か
に�

　
該
当
す
る
人�

（
ア
）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
人�

（
イ
）
ア
に
該
当
す
る
人
の
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員

会
が
認
め
た
人�

（
ウ
）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委

員
会
が
認
め
た
人�
④
成
年
被
後
見
人
や
禁
錮
以
上
の
刑
に
処�

　
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で
の
人
な�

　
ど
被
選
挙
権
の
欠
格
者
で
な
い
こ
と�

�

立
候
補
予
定
者
説
明
会

◆
日
時
　
8
月
11
日（
火
）午
後
1
時
30
分
〜�

◆
場
所
　
市
役
所
西
館
大
会
議
室
（
高
瀬
）�

◆
対
象
　
立
候
補
予
定
者
本
人
と
関
係
者�

※
説
明
会
に
参
加
で
き
る
人
数
は
、
1
立
候

　
補
予
定
者
に
つ
き
2
人
以
内�

※
当
日
、
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
の
関
係
書

　
類
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
に
参
加

　
さ
れ
る
人
の
代
表
者
の
印
鑑
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。�

�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務

　
課
内
）
☎
73
・
3
0
0
0

住宅名 (所在)

神原団地�
（高瀬町下勝間）�

公

営

住

宅
�

西野団地�
（詫間町詫間）�

高谷団地�
（詫間町詫間）�

3ＤＫ�
（中層耐火3階建）�

3ＤＫ�
（中層耐火3階建）�

3Ｋ�
（簡易耐火2階建）�

1

1

1

18,100円～35,500円�

入居される�
人の所得に�
応じて決定�
します�

20,600円～40,400円�

8,300円～16,300円�

構　　造� 使　用　料�戸数�

選
挙
区�

区

域

�

定
数
（
人
）�

第

1

高
瀬
町�

1 2
�

第

2

山
本
町�

6
�

第

3

三
野
町�

5
�

第

4

豊
中
町�

7
�

第

5

詫
間
町�

3
�

第

6

仁
尾
町�

3
�

第

7

財
田
町�

4
�

① 豚肉、カボチャは1.5cm角に切ります。�
② 豚肉は、塩・こしょうで下味をつけます。�
③ タレは材料を鍋に入れて加熱します。�
④ カボチャは素揚げ、豚肉はかたくり粉をまぶし�
　 てから揚げます。　�
⑤ ④にタレとごまをからめてできあがり�

今月は、夏バテ防止に必要なビタミンＢ1を多く
含んでいる豚肉と旬のカボチャを使った人気料理
を紹介します。�

（4人分）�

３８�No. 高瀬町学校給食センター�

具体的には、次のような事があげられます。�

・安全な食品や栄養バランスのとれた食事を選択する
　力をつける　�
・正しい食事のマナーや感謝の心を育てる�
・日本古来の食文化を伝承する�
・日本の食糧事情を考える�
・地産地消をすすめる�
・家族や友だちと一緒に食べることで社会性を身につ
　ける�

カツ用豚肉・・・250g�
塩・こしょう・・・適量�
カボチャ・・・・150g�
かたくり粉・・・少量�
揚げ油・・・・・適量�

 砂糖・・・・大さじ2/3�
水あめ・・・大さじ1/2�
しょうゆ・・大さじ2�
酒・・・・・大さじ1/2�
ごま・・・・大さじ2

『食育』は、一言で言えば体と心を育てることです。�
�

いくつ「はい」が言えたでしょうか？ 5つ以上で◎です。�

タレ�

火～金�

高瀬町公民館、マリンウェー
ブ�
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�◆
募
集
人
員

　
一
般
行
政
職
・
大
学
卒
　

8
人
程
度
�

　（
う
ち
身
体
障
害
者
対
象
1
人
程
度
）�

　
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
　

7
人
程
度
�

　
看
護
師
　
2
人
程
度
�

◆
試
験
日
�

　
9
月
20
日
（
日
）
�

◆
試
験
場
所
�

　
受
験
票
送
付
時
に
通
知
�

◆
募
集
要
項
配
布
開
始
�

　
8
月
3
日
（
月
）
�

◆
申
し
込
み
期
間
�

　
8
月
10
日
（
月
）
〜
25
日
（
火
）

　
ま
で
に
人
事
課
（
土
日
は
除
く
）

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

　
※
郵
送
可
（
8
月
25
日
消
印
有
効
）�

　
※
受
験
申
込
書
と
募
集
要
項
は
、

　
　
人
事
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ

　
　
ー
ビ
ス
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
人
事
課
�

　
☎
73
・
3
0
0
2
�

����������������◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所
�

　
☎
25
・
6
1
2
2
�

�����◆
日
　
時
�

　
8
・
9
月
の
毎
週
金
曜
日
�

　
（
お
盆
、
雨
天
除
く
）
�

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
�

◆
場
　
所
�

　
高
瀬
町
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園�

　
多
目
的
広
場
（
サ
ッ
カ
ー
場
）
�

◆
対
　
象
�

　
小
学
5
年
生
以
上
の
健
康
な
人
�

◆
定
　
員
�

 
30
人
（
先
着
順
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
町
総
合
体
育
館
�

　
☎
72
・
1
5
0
0
�

��　
心
身
に
障
が
い
が
あ
っ
て
も
道
具

や
ル
ー
ル
を
工
夫
し
て
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
る
人
も
募
集
し
ま
す
。�

◆
日
　
時
�

　
毎
月
第
3
土
曜
日
�

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
豊
中
町
体
育
館
�

���������◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
結
�

　
☎
74
・
7
2
1
1
�

���◆
日
　
時
�

　
8
月
22
日
（
土
）
�

　
午
後
1
時
〜
3
時
�

◆
場
　
所
�

　
豊
中
町
体
育
館
�

◆
対
　
象
�

　
小
学
4
年
生
以
上
�

◆
定
　
員
�

 
60
人
（
先
着
順
）
�

����������◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
福
祉
課
�

　
☎
73
・
3
0
1
5
�

　
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
10
日
（
月
）
�

　
午
後
2
時
〜
3
時
�

◆
場
　
所
�

 
財
田
町
公
民
館
2
階
ホ
ー
ル
�

◆
内
　
容
�

　
さ
ぬ
き
子
ど
も
の
国
ス
タ
ッ
フ
に

　
よ
る
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
�

◆
対
　
象
�

　
幼
稚
園
年
長
〜
小
学
生
�

　
※
幼
稚
園
児
は
保
護
者
同
伴
�

◆
定
　
員
�

 
40
人
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
8
月
6
日
（
木
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
財
田
町
公
民
館
�

　
☎
67
・
0
1
0
8
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
20
日
（
木
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
15
分
�

◆
場
　
所
�

　
仁
尾
町
文
化
会
館
�

◆
上
映
作
品
�

　
「
ウ
ミ
ガ
メ
と
少
年
」
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
仁
尾
町
図
書
館
�

　
☎
56
・
9
5
6
5
�

�����◆
日
　
時
�

　
9
月
6
日
（
日
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

◆
場
　
所
�

 
三
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
研
修
室
�

◆
講
　
師
�

　
今
西
　
敬
明
　
氏
�

　（
県
県
民
活
動
男
女
共
同
参
画
課
）�

◆
定
　
員
�

 
60
人
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
野
町
公
民
館
�

　
☎
73
・
3
1
1
4

募

集
�

募

集
�

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
�

講
座
・
教
室
�

三
豊
市
職
員
採
用
試
験
�

自
衛
官（
特
別
職
国
家
公
務
員
）募
集
�

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

夏
休
み
上
映
会
�

ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
�

三豊市メール配信�
サービス実施中�

登録はこちら�▼
�

区　分�

航空学生�

受験資格�

高卒（見込含む）�
21歳未満�

18歳以上27歳�
未満（新卒者含�
む）�

受付期間�

9月11日�

（金）まで�

随時受付�

一般曹候補生�

2等陸海空士�

��◆
日
　
時
�

　
9
月
5
日
（
土
）�

　
午
後
6
時
〜
8
時
�

◆
場
　
所
�

　
仁
尾
町
文
化
会
館
2
階
和
室
�

◆
茶
　
券
�

　
1
枚
3
0
0
円
（
当
日
券
あ
り
）
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
仁
尾
町
公
民
館
�

　
☎
56
・
9
5
6
5
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
27
日
（
木
）�

　
昼
の
部
 
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
�

　
夜
の
部
 
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
�

◆
場
　
所
�

　
三
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
研
修
室
�

◆
定
　
員
�

　
昼
の
部
・
夜
の
部
と
も
50
人
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
野
町
公
民
館
�

　
☎
73
・
3
1
1
4
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
26
日
（
水
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

◆
場
　
所
�

　
市
役
所
西
館
大
会
議
室
�

◆
テ
ー
マ
�

　
地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
�

　
〜
ゴ
ミ
と
地
球
温
暖
化
〜
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
町
公
民
館
�

　
☎
72
・
5
3
3
9
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
20
日
（
木
）�

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
�

　
※
要
予
約
�

◆
内
　
容
�

　
調
理
実
習
�

　
「
た
ん
ぱ
く
質
を
お
さ
え
て
も
�

　
　
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
」
�

　
「
減
塩
で
も
工
夫
し
だ
い
で
�

　
　
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
」
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
52
・
3
3
6
6
�

��◆
日
時
・
テ
ー
マ
�

　
8
月
1
日
（
土
）�

　
「
味
覚
障
害
」
�

　
9
月
19
日
（
土
）
�

　
「
と
っ
て
も
大
切
！
�

　
　
　
自
分
ら
し
い
生
活
」
�

　
両
日
と
も
 
午
前
10
時
〜
12
時
�

◆
場
　
所
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
講
義
室
�

◆
対
　
象
�

　
高
校
生
以
上
�

◆
参
加
料
�

　
資
料
代
実
費
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
広
報
部
�

　
☎
72
・
5
1
9
2
�

��　
第
2
期
（
9
月
7
日
〜
11
日
）
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会

を
受
講
し
て
修
了
証
書
を
得
る
と
、

国
家
試
験
で
介
護
技
術
の
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
�

◆
受
講
料
�

　
6
3
’0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
・

　
受
講
の
手
引
き
代
を
含
む
）
�

◆
定
　
員
�

　
32
人
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
8
月
28
日
（
金
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
福
祉
学
科
�

　
☎
72
・
5
1
9
2
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
10
日
（
月
）
�

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
三
豊
合
同
庁
舎
3
階
大
会
議
室
�

◆
内
　
容
�

　
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
�

　
〜
治
療
や
症
状
へ
の
対
処
の
仕
方
〜
」
�

◆
講
　
師
�

　
中
島
　
誠
　
氏
�

　（
岡
山
赤
十
字
病
院
神
経
内
科
部
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
�

　
☎
25
・
2
0
5
2

国
家
試
験
介
護
技
術
講
習
会
�

観
月
茶
会
�

瀬
戸
内
総
合
学
院
公
開
講
座
�

難
病
講
演
会
�

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
�

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
�

や
っ
て
み
よ
う
！
�

歴
史
講
座
�

〜
三
豊
市
の
古
墳
時
代
〜
�

〜
プ
レ
イ
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
5
〜
�

さ
ぬ
き
子
ど
も
の
国
移
動
児
童
館
�

腎
臓
病
教
室
�

ボールは同じ5号球、6人制。でも床に�
座ったまま行うバレーボールです。�

公
民
館
講
座
�

「
最
近
の
青
少
年
の
携
帯
電
話
�

事
情
〜
携
帯
電
話
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
�

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
〜
」
�

問い合わせ�
詫間電波工業高等専門学校�
企画室企画第2係　☎83－8511

▼
�

問い合わせ　�
さぬき若者サポートステーション　☎0877－58－1080�
商工観光課　☎62－1129

▼
�

日　　時　8月26日（水）　午前9時30分～午後5時�
場　　所　豊中町保健センター�
相談内容　キャリア・コンサルタントによるカウンセリング�
　　　　　自立支援のための就職相談やアドバイス�
　　　　　職業適性診断 など�
対 象 者　15歳からおおむね39歳までの人またはその家族�
相 談 料　無料�

　「さぬき若者サポートステーション（サポステさぬ
き）」では、厚生労働省の委託を受け、キャリア・コ
ンサルティング、就職相談、職業適性診断、職場見
学・体験など、若者の職業的自立のための支援事業を
行っています。�
　今回、サポステさぬきと三豊市が協力して出張相談
を行います。就職や進路でお悩みの人はお気軽にご相
談ください。�

日　　時　8月22日（土）午前10時～12時30分�
場　　所　詫間電波高専　専攻科棟1階共同利用実験室�
対　　象　中学生以上�
定　　員　6人�
申込期限　8月19日（水）�

若者の自立を支援します！�

超初心者向けブログ入門�

日　　時　9月2日～10月14日までの祝日を除く�
　　　　　毎週水曜日�
　　　　　午後6時30分～8時30分�
場　　所　詫間電波高専 電子制御工学科1階第3実習室�
定　　員　15人�
受 講 料　7,400円�
申込期限　8月28日（金）�

パソコンデータベース実力養成講座�

厚生労働省委託事業�
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比地小学校�旧比地二�
幼稚園�

県道岡本高瀬線�

←至 観音寺�

仮事務所�

���　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
の
た
め
、
移
転
し
ま
す
。

◆
移
転
期
間
�

　
9
月
1
日
〜
�

　
　
　
平
成
22
年
3
月
31
日
�

�������������　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事

店
の
指
定
要
件
の
1
つ
で
あ
る
、
工

事
の
設
計
・
施
工
に
あ
た
る
責
任
技

術
者
認
定
の
た
め
の
共
通
試
験
を
行

い
ま
す
。
�

◆
試
験
日
�

　
10
月
16
日
（
金
）�

◆
申
し
込
み
期
間
�

　
8
月
3
日
（
月
）
〜
31
日
（
月
）
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
日
本
下
水
道
協
会
香
川
県
支
部
　

　
（
高
松
市
下
水
道
管
理
課
内
）
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
9
）
2
4
7
4

��　
瀬
戸
内
総
合
学
院
は
歯
科
衛
生
士

と
介
護
福
祉
士
を
養
成
し
て
い
る
専

門
学
校
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
�

◆
日
　
時
�

　
8
月
22
日
（
土
）
�

　
午
前
10
時
〜
12
時
�

　
※
9
月
12
日（
土
）、
19
日（
土
）

　
　
に
も
同
内
容
で
行
い
ま
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
広
報
入
試
課
�

 
☎
72
・
5
1
9
2
�

��　
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。
�

◎
終
戦
後
、
国
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

　
こ
ら
れ
た
人
で
、
上
陸
港
の
税
関
・

　
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

　
券
な
ど
�

◎
国
外
の
集
結
地
で
、
領
事
館
な
ど

　
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

　
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
�

※
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で

　
な
く
、
家
族
の
人
も
で
き
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
人
は
、
最
寄
り
の
税

　
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
坂
出
税
関
支
署
詫
間
出
張
所
�

　
☎
83
・
3
0
7
1
�

��　
感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
夏
季
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
8
�

月
を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定

め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
電
気

の
使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
気
機

器
は
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
�

�������◆
問
い
合
わ
せ
�

　（
財
）四
国
電
気
保
安
協
会
�

　
香
川
支
部
観
音
寺
事
業
所
�

　
☎
25
・
6
2
4
4
�

��　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が

被
疑
者
（
犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い

る
人
）
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し

を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る

制
度
で
す
。
�

　
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
検
察
官

の
仕
事
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑

事
司
法
を
実
現
す
る
た
め
、
検
察
審

査
会
法
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
3
）
5
2
8
1

�◆
日
　
時

　
8
月
27
日
（
木
）
�

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

◆
内
　
容
�

　
「
ち
ょ
っ
と
心
を
か
し
て
く
れ
�

　
ま
せ
ん
か
」
�

◆
講
　
師
�

　
宮
　
　
保
　
氏
�

　
（
人
権
バ
ン
ド
元
リ
ー
ダ
ー
）
�

　
※
手
話
通
訳
あ
り
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
人
権
課
�

　
☎
73
・
3
0
0
8
�

���◆
日
　
時

　
8
月
22
日
（
土
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
�

◆
場
　
所
�

　
山
本
庁
舎
2
階
会
議
室
�

◆
内
　
容
�

　
「
子
ど
も
　
す
こ
や
か
に
は
ぐ
�

　
く
む
　
読
み
聞
か
せ
の
楽
し
さ
」
�

◆
講
　
師
�

　
志
茂
田
　
景
樹
　
氏
�

　
（
よ
い
子
に
読
み
聞
か
せ
隊
隊
長
）�

◆
対
　
象
�

　
ど
な
た
で
も
�

　
よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

　
お
よ
び
図
書
館
職
員
�

◆
定
　
員
�

　
1
0
0
人
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
8
月
15
日
（
土
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
町
図
書
館
�

　
☎
72
・
5
6
3
1
�

��◆
日
　
時

　
普
通
救
命
講
習
会
�

　
9
月
12
日
（
土
）
�

　
午
前
8
時
45
分
〜
12
時
�

　
上
級
救
命
講
習
会
�

　
9
月
13
日
（
日
）
�

　
午
前
8
時
〜
午
後
5
時
�

���������◆
場
　
所
�

　
三
観
広
域
行
政
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　
2
階
研
修
会
議
室
�

◆
定
　
員
�

　
各
30
人
�

◆
講
　
師
�

　
三
観
広
域
消
防
職
員
（
応
急
手
当

　
指
導
員
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
観
広
域
消
防
本
部
防
災
課
�

　
☎
23
・
3
9
7
3
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
10
日
（
月
）
�

　
午
後
6
時
〜
8
時
　
※
雨
天
決
行
�

◆
場
　
所
�

　
高
瀬
荘
�

◆
内
　
容
�

　
ス
テ
ー
ジ
、
各
種
バ
ザ
ー
（
午
後

　
5
時
30
分
〜
）
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
�

　
※
当
日
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の

　
　
回
収
を
行
い
ま
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
荘
�

　
☎
74
・
7
8
1
1
�

�����　
三
豊
市
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
関
係
機
関
の
担
当
者
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
�

◆
日
　
時
�

　
8
月
19
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）�

　
午
後
1
時
〜
4
時
　
※
要
予
約
�

◆
場
　
所
�

　
西
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
�

　
相
談
室
�

◆
対
　
象
�

　
新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い
る
人

　
お
よ
び
就
農
5
年
以
内
の
農
業
者
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
62
・
3
0
7
5
�

��◆
日
　
時
�

　
8
月
20
日
（
木
）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
�

◆
場
　
所

　
三
豊
合
同
庁
舎
地
階
中
会
議
室
�

◆
対
　
象
�

　
就
職
先
を
探
し
て
い
る
看
護
職
、

　
看
護
職
員
を
雇
用
し
た
い
と
考
え

　
て
い
る
施
設
�

◆
内
　
容
�

　
県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
就
業
相

　
談
お
よ
び
無
料
職
業
斡
旋
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
7
（
8
6
4
）
9
0
7
5
�

������◆
三
豊
市
と
の
友
好
都
市
三
原
県
を

　
訪
ね
る
コ
ー
ス
�

　
■Ｄ
古
都
南
京
と
水
に
彩
ら
れ
た

　
蘇
州
を
訪
ね
る
旅
（
西
安
・
三
原
・
�

　
南
京
・
蘇
州
・
上
海
）
�

　
※
10
月
16
日
に
三
原
県
を
友
好
訪
問
�

◆
そ
の
他
の
コ
ー
ス
�

　
■Ａ
歴
史
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
シ

　
ル
ク
ロ
ー
ド
を
訪
ね
る
旅
�

　
■Ｂ
三
国
志
ゆ
か
り
の
地
と
大
河

　
長
江
を
訪
ね
る
旅
�

　
■Ｃ
中
国
の
都
を
訪
ね
る
旅
�

◆
日
　
程
�

　
10
月
14
日
（
水
）
〜
20
日
（
火
）
�

◆
募
集
人
員
�

　
各
コ
ー
ス
30
人
�

◆
参
加
料
�

　
1
9
3
’0
0
0
円
〜
�

　
2
6
3
’0
0
0
円
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
市
国
際
交
流
協
会
（
マ
リ
ン

　
ウ
ェ
ー
ブ
内
）
�

　
☎
56
・
5
1
2
1
�

�����������　
9
〜
11
月
に
か
け
て
全
国
消
費
実

態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
経

済
・
社
会
諸
施
策
、
消
費
・
経
済
分

析
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。�

　
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調

査
員
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
各
世
帯

へ
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
政
策
課
�

　
☎
73
・
3
0
1
0

救
命
講
習
会
�

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
�

就
農
相
談
窓
口
の
設
置
�

瀬
戸
内
総
合
学
院
体
験
入
学
�

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会
�

そ
の
他

そ
の
他
�

そ
の
他
�

問い合わせ　農業振興課　問い合わせ　農業振興課　┒62－1128▲
� 問い合わせ　農業振興課　┒62－1128

▲
�

「
ナシ
」の情報を三豊市の

ホー
ムページで紹介

三
豊
市
人
権
・
同
和
講
演
会
�

〜
熱
い
語
り
と
ラ
イ
ブ
〜
�

香
川
・
陝
西
友
好
県
省
提
携
15
周
年
�

記
念
　
香
川
友
好
の
翼
�

平
成
21
年
全
国
消
費
実
態
�

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
高
瀬
�

連
絡
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
�

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
�

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験
�

　8月上旬より、早生種の「幸水」が収穫され、続けて中生
種の「豊水」、晩生種の「新高」などの順に特徴のある種類
が楽しめます。特に8月が旬の「幸水」は、甘くシャリシャ
リとした食感で大変人気があります。（主に高瀬地区で栽培
しています）� 西讃県民センター　☎25－5135

▲
� 問い合わせ�

生　活
�

辞典�豆�

相談事例�

未公開株の購入に注意！�

　電話で「1年くらいで上場するので、今のうちに購入
しておいた方がいいですよ」と勧められ、1株35万円で
未公開株を10株契約しました。その後、違う銘柄の未
公開株を勧められ1株60万円で2株契約しました。�
　それから1年以上経つのに、上場されません。�

　証券取引法では、株を営業目的で販売・勧誘できるの
は、証券業の登録を受けている証券会社や発行会社に限
られています。勧誘された際は、勧誘してきた会社が実
在するか、金融庁からの証券業の登録を受けているかを
確認しましょう。そして、発行会社に上場する予定があ
るか問い合わせ等をして、慎重に判断しましょう。（証券
業の登録は、金融庁のホームページで確認できます）�

アドバイス�

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ
�

8
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す
�

相

談
�

相

談
�

＜移転先＞　〒767-0004 高瀬町比地186�
　　　　　　（高瀬町保健センター内）�
　　　　　　☎56-2570　FAX56-2572

鵜
足
津
福
祉
会
ふ
れ
あ
い
広
場
�

う
　
た
　
づ
�

ナシは便通をよくする効果や、カ
リウムを多く含むため高血圧の予
防効果があるそうです。（毎日く
だもの200グラム運動指針より）�

お
は
な
し
会
研
修
講
座
�

〜
志
茂
田
景
樹
隊
長
が
や
っ
て
く
る
〜
�
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乳幼児健診� 子育て支援課　☎73－3016

4・10カ月児健診� 18日（火）�
25日（火）�
6日（木）�
13日（木）�
20日（木）�
27日（木）�

豊中�
三野�
豊中�
三野�
豊中�
三野�

（平成21年4月生まれ）��
（平成20年10月生まれ）�

13:30～�
　　13:50

1歳6カ月児健診�
（平成20年1月生まれ）�

3歳児健診�
（平成18年1月生まれ）�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

市民力�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（＋22）� （＋9）�人�男�

総人口� （－10）� （－19）�人� 人�女�

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

三豊市の人口� 平成21年7月1日現在�

社会福祉協議会へ�

三 野 町�
財 田 町�
財 田 町�
三 野 町�
高 瀬 町�
詫 間 町�
三 野 町�
山 本 町�
高 瀬 町�

10：00～11：30
日　程� 時　間� 場　所�

職業相談�

上高野文化センター�

上高野文化センター　☎62－2377

10日（月）�

9：30～15：00
日　程� 時　間� 場　所�

知的財産・技術相談�
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）�

豊中町保健センター�

商工観光課　☎62－1129

11日（火）�

（　）内は前月比�

13：00～15：00�
10：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～15：00�
10：00～15：00�

13：00～16：00

3日（月）�
5日（水）�
10日（月）�

17日（月）�

18日（火）�
19日（水）�

日　程� 時　間� 場　所�

行政相談�

三野町社会福祉センター�
豊中町保健センター�
三豊市役所�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
財田庁舎�
詫間福祉センター�

総務課　☎73－3000または各支所市民サービス課�

表�紙�今�月�の�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

休日当番医�

細川病院�
渡辺ハートクリニック内科�
嶋田内科医院�
国土外科医院�
藤川医院�
おざきこどもクリニック�
瀬尾医院�
河田病院�
岩崎病院�
業天医院�

2日（日）�
�

9日（日）�
�

16日（日）�
�

23日（月）�
�

30日（日）�

詫間町�
観音寺市�
三野町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�
仁尾町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�

83－2211�
23－2022�
73－5178�
25－0290�
74－7977�
24－6789�
82－2295�
25－3668�
83－6011�
52－3636

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

休日当番医�歯科�
日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

みやざき歯科医院�
中島歯科医院�
三豊総合病院�
森歯科医院�
白井歯科医院�

2日（日）�
9日（日）�
16日（日）�
23日（日）�
30日（日）�

観音寺市�

詫間町�

三野町�

83－7222�
25－3069�
52－3366�
25－2077�
72－5237

農事相談� 農業委員会　☎62－1137

日　程� 時　間� 場　所�

13：30～16：00
詫間福祉センター�
仁尾庁舎�
財田庁舎�

　4日（火）�
5日（水）�
7日（金）�

マリンウェーブ情報�
マリンウェーブ　☎56－5111▼

�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～15：00

豊中町保健センター�
詫間福祉センター�
財田庁舎�
三豊市役所�
山本町農村環境改善センター�
仁尾庁舎�
三野町社会福祉センター�

5日（水）�

6日（木）�
10日（月）�
12日（水）�
20日（木）�
24日（月）�

人権課　☎73－3008または各支所市民サービス課�人権相談�

◎県の専門員が相談に応じます。�
◎希望者は事前に電話でお申し込みください。�

子育て支援課　☎73－3016児童相談�

（6月受付分）�

13:30～15:00
日　程� 時　間� ※場　所�

豊中�25日（火）�

税務課　☎73－3006

▲
� 問い合わせ�

●市 　 県 　 民 　 税（第2期分）�
●国 民 健 康 保 険 税（　 〃 　 ）�
●介護保険料普通徴収（　 〃 　 ）�
●後期高齢者医療保険料普通徴収（　 〃 　 ）の納付月です。�

口座振替日および納期限�8月31日（月）�
☆納期限内に納めましょう。�    
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

8 月 は�

8月29日（土）　開演19：00�

一般　500円　学生　100円�

8月16日（日）　�
開場 12：30　開演 13：00�
一般　1,000円　高校生以下無料�

全席�
自由席�

全席指定席�
消費税込み�

※場所　豊中…豊中町保健センター�
　　　　三野…三野町保健センター�

香川県建設労働組合　仁尾支部�

9月2日�
（水）�

離乳食講習会� 子育て支援課　☎73－3016

豊中�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

1歳未満の乳児を持つ家族�
（希望者は8月17日～26日
の間に電話でお申し込みく
ださい）　　　※託児あり�

13：20～13：30

26日（水）�

プレママひろば� 子育て支援課　☎73－3016

豊中�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

16週以降の妊婦�
（希望者は1週間前までに電
話でお申し込みください）�

9：20～9：30

23日（日）�

パパママ教室� 子育て支援課　☎73－3016

三野�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

16週以降の妊婦と夫�
（希望者は1週間前までに電
話でお申し込みください）�

9：15～9：30

18日（火）�

楽しい歯磨き教室� 子育て支援課　☎73－3016

豊中�

対　象� 日程� ※場所�

歯ブラシ��
コップ�

持参物�時間�

1～3歳（市内在住）の子
どもと保護者 ※申込不要�

10：00～�

10:00～11:30
日　程� 時　間� 場　所�

詫間福祉センター�

福祉課　☎73－3015こころの健康相談�

7日（金）�

10:00～11:30

13:30～15:30

福祉課　☎73－3015精神デイケア�

詫間福祉センター（みつより会）�18日（火）�

6日（木）�

日　程� 時　間� 場　所�

6日は、消費生活におけるトラブル防止のための勉強会を行います。�

高瀬町公民館�
（さくらの会・みつばち
の会・わかたけの会）�

健康相談� 健康課　☎73－3014

※今月の山本町保健センター、三野町保健センターでの健康相談はお休みです。�
※今月の豊中町保健センターでの健康相談は第3金曜日になっています。�
※今月から、高瀬町の健康相談会場が変更となっています。  

詫間福祉センター�

仁尾町福祉会館�

財田町国保高齢者保健福祉支援センター�

豊中町保健センター�

高瀬町公民館１階講座室�

9:30～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

6日（木）�

18日（火）�

20日（木）�

21日（金）�

26日（水）�

高齢者あんしん相談�地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

仁尾庁舎�

三豊市役所�

財田町国保高齢者保健福祉支援センター�

豊中庁舎�

山本町保健センター�

三野町保健センター�

詫間福祉センター�

10:00～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

3日（月）�

6日（木）�

11日（火）�

19日（水）�

20日（木）�

21日（金）�

26日（水）�

京極テリーズ、ノイズ、ツーファイブ、�
モズライト★スペシャル�

日 時�

料 金�

日 時�

料 金�

出 演�

8月23日（日）　�
開場 13：30　開演 14：00�

一般　2,500円　�
高校生以下　800円�

日 時�

料 金�

プログラム�
マスネ　　　　タイスの瞑想曲�
シューベルト　アヴェ・マリア�
バッハ　　　　無伴奏パルティータ第3番�
ポルムベスク　望郷のバラード　ほか�

　　7月11日（土）、詫間電波高専の第2講義棟では、
約50人の子どもたちが発明くふう展の作品作りに夢中。
発明クラブのボランティアスタッフの皆さんは受け付け
から作品作りのアドバイス、片付けまで大活躍です。自
分たちも楽しんでいるというスタッフの皆さんの顔も、
子どもに負けないくらい生き生きと輝いています。�

綾　　一東�
圖子　和春�
星川　和良�
関　　正月�
大西　　勇�
上戸　　武�
小林　　枝�
沖　安輝子�
今宮　健三�
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　近くに神社や川などがあり、自然環境に恵まれてい
る山本保育所。この自然環境を「子どもたちの身近な
ものにしよう」「自然との心地よい一体感を親子で味
わおう」と、河内地区の角田指導員のご協力をいただ
き、ふれあいの森（通称　天神さん）でネイチャーゲ

ームを楽しみました。�
　とげのある葉っぱ、
おもしろい物、匂いのす
る木の実を求めて、冒
険心や好奇心を揺さぶ
る夢のある遊歩道を、行
ったり来たり・・・。目

当ての物を見つけると、親子で顔を見合わせ、そおっ
とポケットの中に。み～つけた自然からのプレゼン
ト！！樹木や大地に耳を当て「あ～、こんな音がするん
や」と、親子で聴診器を取り合いながら、さわやかな
汗を流しました。「心が豊かになりました」「家族で森
林浴もいいな～」などの声も聞かれ、親子の触れ合い
の場ともなり
ました。�
　これからも、
自然の中で五
感を通した直
接体験を積み
重ねていきた
いと思います。�

　私たちの小学校は、一人ぼっちで遊ぶ子がいないよ
うに、いつも友だちどうしで声をかけ合って遊んでい
ます。毎週木曜日の昼休
みは、50分間という長い
時間を使って遊んだり、
読書をしたりしていま
す。1年生は鉄棒やシー
ソーで、2年生は鬼ごっ
こで、3年生はドッジボールで、4年生はキックベース
で、高学年の私たちは、お話をしたり、サッカーやソフ

トをしたりしながら自由
な時間を過ごしています。�
　勉強では、「発表が大
事！」と、みんな自分の
意見を言えるように努力
しています。�

　また、先生は、農園での野菜づくりや親子料理教室、
家庭の自慢料理などを考えて、私たちの成長と健康を
守るために取
り組んでくれ
ます。だから、
私たちは“ い
つも　えがお
の　吉津っ子 ”
でいられるの
です。�

問い合わせ　豊中町図書館　☎62－6430▼
�

＊26日は、夏休み最後のお楽しみ企画として、�
　バルーンアートやポップコーン等をつくります。�

8 月 5日(水) 午前10 時～�
　　26日(水)　　〃�

日時�

とっても楽しいおはなし、こわーい�
おはなしがいっぱい楽しめますよ。�

内容�

　廃材を利用した
エコロジ自由工作
や、家で取り組め
る実験など、ちょ
っとしたヒントの
助けになる本を集
めています。�

まだとりかかっていないひと！必見です！！�


